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行政法を構成する専門職自主法（三）（安田）

　
　

序
章

　
　

第
一
章　

ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
と
そ
れ
が
軽
視
し
た
観
点
︵
以
上
、
二
四
八
号
︶

　
　

第
二
章　

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
か
ら
構
成
さ
れ
る
州
行
政
法
︵
以
上
、
二
四
九
号
︶

　
　

第
三
章　

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
・
浸
透

　
　
　

第
一
節　

組
織
お
よ
び
法
定
要
件
に
お
け
る
接
合　

　
　
　
　

一　

制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定　
　
　
　

　
　
　
　

二　

制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
設
置

　
　
　
　

三　

制
定
法
令
に
基
づ
く
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
と
の
委
託
契
約　
　

　
　
　
　

四　

医
療
職
集
団
に
よ
る
法
定
要
件
審
査

　
　
　

第
二
節　

組
織
お
よ
び
法
定
要
件
に
お
け
る
接
合
に
対
す
る
司
法
審
査

　
　
　
　

一　

指
定
さ
れ
た
医
療
職
集
団
に
よ
る
要
件
審
査

　
　
　
　

二　

施
設
︵
医
療
職
集
団
︶
の
決
定
を
導
く
委
員
会
︵U

R
C

. 
法
定
設
置
の
医
療
職
集
団
︶
に
よ
る
要
件
審
査

　
　
　
　

三　

委
託
契
約
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
に
よ
る
要
件
審
査

論
　
　
説

行
政
法
を
構
成
す
る
専
門
職
自
主
法
︵
三
︶
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四　

接
合
の
司
法
審
査
に
お
け
る
裁
判
所
の
視
点
︵
以
上
、
本
号
︶

　
　
　

第
三
節　

専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
・
浸
透

　
　

結
語

第
三
章
　
医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
・
浸
透

本
章
で
は
、
医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
州
お
よ
び
連
邦
の
制
定
法
令
と
の
接
合
の
あ
り
方
︵
関
係
性
︶、
お
よ
び
、
そ
れ

に
対
す
る
司
法
審
査
の
対
応
を
分
析
す
る(255)

。

医
療
職
集
団
は
、
自
ら
が
自
主
的
に
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法
が
定
め
る
要
件
︵
た
と
え
ば
自
主
基
準
︶
に
従
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
認
定
︵
た
と
え
ば
自
主
基
準
の
個
別
適
用
に
よ
る
医
師
等
の
資
格
の
認
定
︶
を
行
っ
て
い
る
。
議
会
ま
た
は
行
政
機
関
は
、
医
療

職
集
団
が
既
に
存
在
し
自
主
法
を
定
立
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
を
取
り
込
ん
で
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
す
る
。
ま

た
、
制
定
法
令
が
医
療
職
集
団
の
設
置
を
促
す
こ
と
も
あ
る
。
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
の
接
合
の
あ
り
方
︵
関
係
性
︶
は
、

制
定
法
令
の
規
律
が
多
様
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ま
た
そ
れ
も
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
接
合
も
、
専
門
職
自
主
法
︵
規

範
︶
自
体
で
は
な
く
、
こ
れ
を
定
立
す
る
医
療
職
集
団
︵
組
織
︶
の
当
該
接
合
に
お
け
る
位
置
づ
け
か
ら
始
ま
る(256)

。
す
な
わ
ち
、
制

定
法
令
と
専
門
職
自
主
法
と
の
接
合
は
、
組
織
の
レ
ベ
ル
で
、
①
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定
、
②
医
療
職
集
団
の
制

定
法
令
に
よ
る
設
置
、
あ
る
い
は
、
③
制
定
法
令
に
基
づ
く
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
と
の
委
託
契
約(257)

に
よ
っ
て
生
じ
る
。
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第
一
節　

組
織
お
よ
び
法
定
要
件
に
お
け
る
接
合　

一
　
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定
　
　

医
療
職
集
団
に
対
す
る
指
定
お
よ
び
そ
の
自
主
法
規
制
を
通
し
た
接
合
は
、
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
な
い
場
合
と
設
置
す

る
場
合
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
な
い
場
合
、
制
定
法
は
、
直
接
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
。

こ
の
と
き
医
療
職
集
団
は
、adm

inistrative agency 

に
代
わ
るprivate agency

と
な
る
。
ま
た
、
制
定
法
は
、
指
定
さ
れ
た
医
療

職
集
団
に
何
ら
か
の
法
効
果
を
有
す
る
行
為
を
さ
せ
る
。
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
す
る
場
合
、
制
定
法
ま
た
は
そ
の
委
任
命
令

が
、
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
。
制
定
法
に
よ
る
指
定
は
、
制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
し
、
か
つ
、
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
提
供
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
医
療
職
集
団
は
、adm

inistrative agency 

と
併
存
す
るprivate 

agency

で
あ
る
。
ま
た
、
委
任
命
令
に
よ
る
指
定
の
場
合
、
制
定
法
は
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
が
、
医
療
職
集
団
に
つ
い
て
は

自
ら
そ
の
指
定
を
行
わ
な
い
。
こ
の
場
合
、
制
定
法
は
、
当
該
行
政
機
関
に
よ
る
行
政
権
限
の
発
動
の
大
綱
的
要
件
は
定
め
る
が
、

詳
細
な
要
件
に
つ
い
て
は
行
政
機
関
の
命
令
に
よ
る
規
律
に
委
任
さ
れ
る
。
こ
の
委
任
命
令
の
段
階
に
お
い
て
、
医
療
職
集
団
も
指

定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
と
き
医
療
職
集
団
は
、adm

inistrative agency

に
よ
っ
て
再
委
任
さ
れ
たprivate agency

と
な

る
。以

下
で
は
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
制
定
法
が
定
め
る
要
件
・
効
果
お
よ
び
﹁
行
政
の
決
定
﹂
と
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し

た
専
門
職
自
主
法
が
定
め
る
基
準
お
よ
び
そ
の
個
別
適
用
と
の
関
係
を
分
析
す
る
。
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︵
一
︶
制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、
医
療
職
集
団
の
み
を
指
定
す
る
場
合

ま
ず
、
制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
せ
ず
、
直
接
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
制
定
法
は
、
指
定
さ
れ
た

医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
等
の
行
為
に
、
免
許
の
付
与
や
堕
胎
の
免
責
等
の
法
効
果
を
与
え
る
。
こ
の
法
効
果
は
、︽
制
定
法
が
指

定
し
た
医
療
職
集
団
が
認
定
す
る
病
院
に
お
い
て
の
み
発
生
す
る
︵
法
定
要
件
︶︾
こ
と
と
な
る
。

こ
の
例
と
し
て
、
建
国
直
後
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
登
場
し
た
医
師
免
許
法
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る(258)

。
同
法
は
、
医
師
免

許
付
与
を
行
う
機
関
と
し
て
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、
特
定
の
医
療
職
集
団
︵
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
医
師
会
︶
を
指
定

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
指
定
を
受
け
て
、
医
療
職
集
団
が
医
師
資
格
の
認
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
指
定
医
療
職
集
団
が
行
う
認

定
は
、
直
接
医
師
免
許
付
与
と
い
う
法
効
果
を
も
つ
行
為
と
な
っ
た
。
特
定
の
医
療
職
集
団
は
、
制
定
法
目
的
を
実
現
す
るprivate 

agency

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
制
定
法
は
、
免
許
付
与
要
件
を
定
め
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
指
定
医
療
職
集
団

が
行
う
医
師
資
格
の
認
定
基
準
の
定
立
お
よ
び
そ
の
基
準
の
個
別
適
用
︵
認
定
︶
が
、
免
許
付
与
要
件
の
定
立
お
よ
び
免
許
付
与
の

可
否
の
審
査
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
指
定
医
療
職
集
団
は
、﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た(259)

。　

ま
た
、
州
刑
法
の
中
に
も
、
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
直
接
医
療
職
集
団
を
指
定
し
て
、
指
定
医
療
職
集
団
に
よ
る

認
定
等
の
行
為
に
、
堕
胎
の
免
責
と
い
う
法
効
果
を
与
え
る
規
定
が
あ
っ
た(260)

。
そ
こ
で
は
、
免
責
と
い
う
法
効
果
は
、︽
制
定
法
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
医
療
職
集
団
が
認
定
し
た
病
院
に
お
い
て
の
み
発
生
す
る
︵
法
定
要
件
︶︾
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
州
が
、
州

刑
法
に
基
づ
い
て
、
堕
胎
罪
の
違
法
性
阻
却
事
由
︱
︱
堕
胎
可
能
な
医
療
施
設
︱
︱
の
決
定
者
と
し
て
指
定
し
た
機
関
は
、
第
三
者

と
し
て
病
院
等
医
療
施
設
の
機
能
を
評
価
す
る
私
的
主
体
のthe Joint C

om
m

ission on A
ccreditation of H

ospitals

︵
以
下
、

﹁JC
A

H

﹂
と
い
う
。︶(261)

で
あ
っ
た
。
州
刑
法
は
、
行
政
機
関
を
設
置
し
な
い
た
め
、
堕
胎
可
能
な
医
療
施
設
を
認
定
す
る
﹁
行
政
の

決
定
﹂
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
病
院
お
よ
び
そ
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
行
政
機
関
に
よ
る
認
定
か
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
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か
は
異
な
る
も
の
の
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
う
え
で
認
定
を
得
る
こ
と
で
適
法
に
堕
胎
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
同
じ
効
果
が

生
じ
て
い
る
。

JC
A

H
が
ど
の
よ
う
な
病
院
を
認
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
に
関
し
て
、
各
州
刑
法
は
、
何
も
述
べ
て
い
な
い
。JC

A
H

は
、

独
自
に
、
病
院
等
医
療
施
設
の
認
定
基
準
を
定
立
し
、
そ
の
基
準
を
個
別
に
適
用
し
て
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

︵
二
︶
制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
し
、
か
つ
、
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
場
合　

制
定
法
は
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
と
同
時
に
、
特
定
の
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
。
こ
の
と
き
の
制
定
法
は
、
法
効
果
と
し
て
、

行
政
機
関
に
よ
る
免
許
の
付
与
、
給
付
決
定
等
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
要
件
に
つ
い
て
、
制
定
法
は
、
行
政
機
関
と
医
療
職
集

団
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
各
々
の
内
容
に
お
い
て
要
件
該
当
性
を
審
査
す
る
権
限
を
授
権
し
て
い
る
。
こ
の
要
件
に
関
す
る
制
定
法

の
規
定
の
仕
方
は
、
次
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
自
主
法
単
独
規
制
型
接
合

︽
行
政
機
関
に
よ
る
免
許
の
付
与
、
給
付
決
定
等
︾
と
い
う
法
効
果
の
許
否
は
、︽
制
定
法
が
指
定
す
る
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定

の
み
︵
法
定
要
件
︶︾
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、制
定
法
は
、

法
定
要
件
を
充
足
し
た
も
の
と
し
て
、
即
、
法
効
果
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
指
定
医
療
職
集
団
の
自
主
法
が
、
行
政
法
︵
制
定

法
︶
と
接
合
し
た
こ
と
で
行
政
法
上
の
法
効
果
を
得
る
こ
と
と
な
り
、結
果
と
し
て
、自
主
法
単
独
で
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
︵
自

主
法
単
独
規
制
型
接
合
。
以
下
、﹁
単
独
型
接
合
﹂
と
い
う
。︶。

②
自
主
法
要
件
・
法
定
要
件
併
用
型
接
合

︽
行
政
機
関
に
よ
る
免
許
の
付
与
、
給
付
決
定
等
︾
と
い
う
法
効
果
の
許
否
は
、︽
制
定
法
が
指
定
す
る
医
療
職
集
団
の
自
主
法
が
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定
め
る
要
件
に
基
づ
く
認
定
︾
と
︽
行
政
機
関
に
よ
る
法
定
要
件
該
当
性
審
査
︾
の
両
方
に
か
か
わ
る
場
合
で
あ
る
。
指
定
医
療
職

集
団
の
認
定
と
行
政
機
関
の
認
定
、
こ
の
双
方
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
法
定
要
件
を
充
足
し
た
も
の
と
し
て
、
法
効
果
が
発
生

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
自
主
法
の
要
件
と
法
定
の
要
件
と
が
併
用
さ
れ
て
接
合
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
︵
自

主
法
要
件
・
法
定
要
件
併
用
型
接
合
。
以
下
、﹁
併
用
型
接
合
﹂
と
い
う
。︶。

③
自
主
法
要
件
・
法
定
要
件
選
択
型
接
合

︽
行
政
機
関
に
よ
る
免
許
の
付
与
、
給
付
決
定
等
︾
と
い
う
法
効
果
の
許
否
は
、︽
制
定
法
が
指
定
す
る
医
療
職
集
団
の
自
主
法
が

定
め
る
要
件
に
基
づ
く
認
定
︾
ま
た
は
︽
こ
れ
以
外
の
行
政
機
関
に
よ
る
法
定
要
件
該
当
性
審
査
︾
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
場

合
で
あ
る
。
指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
か
、
ま
た
は
、
行
政
機
関
の
認
定
か
の
ど
ち
ら
か
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
法
定
要
件
は

充
足
し
た
も
の
と
し
て
、
法
効
果
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
、
自
主
法
の
要
件
と
法
定
要
件
が
選
択
さ
れ
る
形
で
接
合
す
る
︵
自
主
法

要
件
・
法
定
要
件
選
択
型
接
合
。
以
下
、﹁
選
択
型
接
合
﹂
と
い
う
。︶。

制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
、
同
時
に
、
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
仕
組
み
は
、
各
州
の
医
師
免
許
法
お
よ
び
医
療
施
設
設
置

許
可
法
、連
邦
の
医
療
保
障
法
︵
医
療
保
険
法
︵
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
︶、お
よ
び
、連
邦
と
州
に
よ
る
医
療
扶
助
法
︵
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
︶︶

等
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
州
の
医
療
施
設
設
置
許
可
法
の
中
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
上
述
のJC

A
H

︵
二
〇
〇
七
年
、the Joint C

om
m

ission

に

改
称
さ
れ
た
。︶
を
指
定
す
る
州
が
あ
る
。
現
在
、
医
療
施
設
の
う
ち
病
院
の
設
置
許
可
に
つ
い
て
は
、
こ
のthe Joint 

C
om

m
ission

に
よ
る
認
定
を
得
た
病
院
に
つ
い
て
、州
の
許
可
要
件
の
全
て
ま
た
は
一
部
を
満
た
す
も
の
と
﹁
み
な
す
︵deem

ed

︶﹂

規
定
を
置
く
州
が
あ
る(262)

。
こ
れ
は
、
州
の
行
政
委
員
会
が
行
う
法
定
要
件
該
当
性
の
審
査
を
、
制
定
法
が
指
定
し
たthe Joint 
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C

om
m

ission

が
行
う
基
準
適
合
性
審
査
︵
認
定
︶
の
仕
組
み
に
代
替
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、the Joint C

om
m

ission

が
定

立
し
た
病
院
評
価
基
準
を
州
の
許
可
基
準
と
し
て
﹁
参
照
す
る
︵refer, find

︶﹂
規
定
を
置
く
州
も
あ
る(263)

。
こ
れ
は
、
州
の
法
定
要

件
の
審
査
に
お
い
て
、
州
の
行
政
委
員
会
が
定
立
す
べ
き
要
件
審
査
の
基
準
を
、
州
制
定
法
が
指
定
し
たthe Joint C

om
m

ission

の
定
立
す
る
基
準
を
も
っ
て
代
替
さ
せ
る
も
の
で
あ
る(264)

。

ま
た
、
連
邦
議
会
は
、
連
邦
社
会
保
障
法
︵
一
九
三
五
年
︶
の
中
に
設
け
ら
れ
た
医
療
保
障
制
度
と
し
て
、
一
九
六
五
年
に
、
連

邦
医
療
保
険
法
︵
以
下
、﹁
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
﹂
と
い
う
。︶(265)

お
よ
び
連
邦
医
療
扶
助
法
︵
以
下
、﹁
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
﹂
と
い
う
。︶(266)

を

定
め
た
。
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
お
よ
び
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
は
、
連
邦
の
保
健
福
祉
省
︵D

epartm
ent of H

ealth, Education and W
elfare. 

以
下
、﹁H

EW

省
﹂
と
い
う
。
一
九
八
〇
年
に
、
現
在
のD

epartm
ent of H

ealth and H
um

an Service

に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
現

在
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
以
下
、﹁H

H
S

省
﹂
と
い
う
。︶
に
対
し
て
、
連
邦
医
療
保
険
︵
以
下
、﹁
メ
デ
ィ
ケ
ア
﹂
と
い
う
。︶(267)

お

よ
び
連
邦
医
療
扶
助
︵
以
下
、﹁
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
﹂
と
い
う
。︶(268)

の
医
療
費
に
関
す
る
財
政
管
理
権
を
授
権
し
た(269)

。

メ
デ
ィ
ケ
ア
お
よ
び
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
に
基
づ
く
連
邦
政
府
か
ら
の
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
医
療
施
設
お
よ
び
医
師

は
指
定
医
療
施
設
お
よ
び
指
定
医
師
と
し
て
の
地
位
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
個
別
の
医
療
行
為
が
﹁
医
学
上
必
要
﹂

︵m
edically necessary, m

edically needy

︶
で
あ
る
と
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
お
よ
び
メ

デ
ィ
ケ
イ
ド
法
は
、
医
療
施
設
等
の
指
定
や
﹁
医
学
上
必
要
﹂
の
認
定
を
行
う
者
と
し
て
、
幾
つ
か
の
医
療
職
集
団
を
指
定
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
医
療
施
設
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
は
、﹁H

EW

省
長
官
は
、JC

A
H

に
よ
り
認
定
さ
れ
た

全
て
の
施
設
が
、
本
法
の
定
め
る
﹃
メ
デ
ィ
ケ
ア
参
加
医
療
施
設
の
条
件
﹄︵the M

edicare conditions of participation

︶
を
満
た

し
て
い
る
と
み
な
す
︵deem

ed

︶
こ
と
が
で
き
る
︵
以
下
、﹁
み
な
し
指
定
﹂
と
い
う
。︶﹂
と
規
定
し
た(270)

。
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︵
三
︶
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
、
当
該
行
政
機
関
が
委
任
命
令
に
よ
り
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
場
合

制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
が
、
医
療
職
集
団
の
指
定
を
行
わ
ず
、
当
該
行
政
機
関
に
よ
る
行
政
権
限
発
動
の
大
綱
的
要

件
を
定
め
る
に
と
ど
め
、そ
の
詳
細
な
要
件
に
つ
い
て
は
行
政
機
関
の
命
令
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
委
任
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
委
任
命
令
が
、
医
療
職
集
団
を
指
定
し
、
こ
の
指
定
を
受
け
た
医
療
職
集
団
が
、
さ
ら
に
自
主
基
準
を
定
立
し
こ
れ
を
個
別
に

適
用
す
る
の
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
医
師
免
許
法
の
中
に
は
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
自
主
基
準
を
、
州
医
師
免
許
試
験
委
員
会
が
そ
の
内
部
規

則
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
が
あ
っ
た(271)

。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
全
州
で
、
医
師
免
許
の
交
付
要
件
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
以
下

の
三
点
が
全
て
要
求
さ
れ
て
い
る(272)

。①
医
科
大
学
院
でD

octor of M
edicine ︵M

D

︶ま
た
はD

octor of O
steopathic M

edicine ︵O
D

︶

の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と(273)

、
②
各
州
の
定
め
る
卒
後
研
修
︵resident

︶
を
修
了
す
る
こ
と
︵
内
科
、
外
科
等
の
専
門
科
毎
に
、
卒

後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
異
な
る
︶、
③
三
段
階
の
医
師
資
格
全
米
統
一
試
験
︵U

nited States M
edical Licensing Exam

ination: 

U
SM

LE

ま
た
はThe C

om
prehensive O

steopathic M
edical Licensing Exam

ination: C
O

M
LEX

の
い
ず
れ
か
︶
を
、
医
科
大

学
院
在
籍
中
︵
第
一
お
よ
び
第
二
段
階
の
試
験
︶
お
よ
び
卒
後
研
修
後
︵
第
三
段
階
の
試
験
︶
に
受
験
し
合
格
す
る
こ
と
、で
あ
る
。

こ
の
要
件
の
中
で
、
医
科
大
学
院
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
卒
後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
研
修
病
院
は
、
民
間
の
医
療
職
集
団
が
そ

れ
ぞ
れ
定
立
し
た
基
準
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
医
科
大
学
院
の
統
一
入
学
試
験
、
医
科
大
学
院
在
籍
中
お
よ
び
終

了
時
に
受
験
す
る
三
段
階
か
ら
な
る
医
師
資
格
全
米
統
一
試
験
も
、
民
間
の
医
療
職
集
団
が
作
成
し
実
施
し
て
い
る
。

医
師
免
許
付
与
に
関
す
る
制
定
法
と
専
門
職
自
主
法
と
の
接
合
は
、
制
定
法
に
よ
る
医
療
職
集
団
の
指
定
、
ま
た
は
制
定
法
に
基

づ
く
委
任
命
令
に
よ
る
医
療
職
集
団
の
指
定
と
い
う
、
組
織
を
媒
介
と
す
る
接
合
が
、
ま
ず
存
在
す
る
。
次
に
、
医
師
免
許
付
与
の

許
否
に
関
す
る
要
件
審
査
に
お
い
て
、
制
定
法
の
要
件
お
よ
び
医
療
職
集
団
の
自
主
法
が
定
め
る
要
件
と
い
う
二
つ
の
要
件
を
媒
介
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と
し
て
接
合
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
制
定
法
が
ま
ず
大
綱
的
要
件
を
定
め
、
そ
し
て
そ
の
委
任
命
令
に
基

づ
き
行
政
機
関
が
指
定
し
た
医
療
職
集
団
が
、
こ
の
大
綱
的
基
準
を
具
体
化
す
る
基
準
を
定
立
し
そ
の
基
準
適
合
性
を
認
定
し
、
こ

の
認
定
を
受
け
て
州
免
許
委
員
会
が
医
師
免
許
を
付
与
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

二
　
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
設
置

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
は
、
入
所
型
介
護
施
設
の
う
ち
のskilled nursing facilities

︵SN
Fs

︶
に
つ
い
て
、
熟
練
し
た
介
護
技
術
が

あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
こ
に
お
け
る
医
療
扶
助
に
関
し
て
は
、
行
政
機
関
の
委
任
命
令
に
よ
り
、
介
護
施
設
内
部
に
医
療

職
集
団
を
置
き
、
そ
の
集
団
が
医
療
扶
助
給
付
の
要
件
審
査
を
行
う
と
い
う
仕
組
み
を
設
け
て
い
た
。

︵
一
︶
連
邦
制
定
法
︵
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
︶

連
邦
法
で
あ
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
は
、
一
九
六
五
年
の
制
定
以
来
、
給
付
の
法
定
要
件
と
し
て
、
個
別
の
医
療
行
為
が
﹁
医
学
上

必
要
﹂
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る(274)

。
そ
し
て
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
は
、H

EW

省
長
官
に
規
則
制
定
権
を
授
権
し
た(275)

。H
EW

省
長

官
は
、
一
九
七
七
年
に
は
、H

EW

省
に
属
す
る
行
政
機
関
と
し
て
、H

ealth C
are Financing A

dm
inistration: H

C
FA

を
設
置
し
、

H
EW

省
長
官
は
、H
C

FA

に
対
し
、
①
州
等
に
対
す
る
医
療
費
給
付
権
限(276)

、
お
よ
び
、
②
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
給
付
の
大
綱
的
指
針
を

定
立
す
る
権
限
を
再
委
任
し
た(277)

。

連
邦
法
の
法
定
要
件
で
あ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
に
関
す
る
要
件
審
査
に
つ
い
て
は
、
連
邦
規
則
が
、
各
医
療
施
設
の
内
部
に
設
置

し
医
療
職
集
団
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
規
則
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
医
療
施

設
に
対
し
、
民
間
施
設
か
否
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
施
設
の
内
部
に
は
、
医
師
に
よ
り
構
成
さ
れ
るthe U

tilization R
eview

 

C
om

m
ittee

︵
以
下
、﹁
委
員
会
︵U

R
C

︶﹂
と
い
う
。︶
を
設
置
す
る
も
の
と
し
︵m

ust

︶、
同
委
員
会
︵U

R
C

︶
に
対
し
、
入
所
者
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が
﹁
医
学
上
必
要
﹂
で
適
切
な
レ
ベ
ル
の
医
療
を
受
け
て
い
る
か
否
か
、
お
よ
び
、
患
者
が
当
該
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
が
適
当
か

否
か
に
関
し
て
、
定
期
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
を
定
め
た(278)

。
ま
た
、
連
邦
規
則
は
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
が
入
所
者
に
提
供
す
る
医

療
の
レ
ベ
ル
︵
退
院
ま
た
は
転
院
を
含
む
︶
の
変
更
を
決
定
し
た
場
合
に
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
が
、
①
こ
の
決
定
を
州
の
メ
デ
ィ

ケ
ア
担
当
部
局
に
通
知
す
る
こ
と(279)

、
②
入
所
者
の
主
治
医
に
対
し
て
主
治
医
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
定
め
た(280)

。

︵
二
︶
連
邦
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
を
参
酌
し
た
州
制
定
法

各
州
議
会
が
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
に
参
加
し
連
邦
政
府
か
ら
の
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
各
州
議
会
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
令

が
定
め
る
大
綱
的
要
件
を
満
た
す
法
制
度
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
州
が
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
参
加
を
決
定
す
る

場
合
、
州
議
会
は
、
連
邦
の
大
綱
的
指
針
に
基
づ
い
て
、
州
に
担
当
行
政
機
関
を
設
置
す
る
。
そ
し
て
、
州
議
会
は
、
連
邦
の
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
法
が
定
め
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
私
人
に
対
す
る
医
療
費
給
付
権
限
を
、
こ
の
州

行
政
機
関
に
授
権
し
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
連
邦
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
の
法
定
要
件
で
あ
る
﹁
医
学
上
必

要
﹂
に
関
す
る
要
件
審
査
の
仕
組
み
が
、
州
毎
に
異
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
議
会
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
へ
の
州
の
参
加
を
決
め
、
連
邦
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
令
の
要
求
を
満

た
す
、
州
の
医
療
扶
助
制
度
を
整
備
し
た
。
そ
し
て
、
州
制
定
法
は
、
連
邦
規
則
を
参
酌
し
て
、
州
内
に
所
在
す
る
医
療
施
設
で
メ

デ
ィ
ケ
イ
ド
受
給
を
希
望
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
医
療
施
設
の
内
部
に
委
員
会
︵U

R
C

︶
の
設
置
を
求
め
た
の
で
あ
る(281)

。

三
　
制
定
法
令
に
基
づ
く
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
と
の
委
託
契
約

ま
た
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
に
は
、
小
児
精
神
医
療
の
入
所
施
設
に
お
け
る
医
療
扶
助
に
つ
い
て
、
州
行
政
機
関
が
医
療
職
集
団
と
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契
約
を
締
結
し
、
そ
の
医
療
職
集
団
に
、
給
付
要
件
で
あ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
の
審
査
を
委
託
す
る
仕
組
み
も
あ
っ
た(282)

。

︵
一
︶
連
邦
制
定
法
︵
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
︶

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
令
の
要
求
を
満
た
す
医
療
扶
助
制
度
を
設
け
た
州
に
対
し
て
は
、H

EW

省
長
官
は
、
医
療
費
を
給
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い(283)

。H
EW

省
長
官
は
、
そ
の
規
則
制
定
権
に
基
づ
い
て(284)

、
以
下
の
よ
う
な
連
邦
規
則
を
定
め
た
。
州
は
、
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
の
目
的
を
十
分
ま
た
は
合
理
的
に
達
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(285)

。
州
は
、
た
と
え
ば
、
精
神
医
療
の

患
者
で
あ
れ
ば
標
準
的
に
受
診
で
き
る
医
療
に
要
す
る
医
療
費
を
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
受
給
者
に
対
し
て
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い(286)

。
し
か
し
、
州
に
よ
る
医
療
扶
助
に
は
限
界
が
あ
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
行
政
機
関
は
、﹁
医
学
上
必
要
﹂
ま
た
は
﹁
利
用
状

況
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
﹂︵utilization control procedure

︶
と
い
う
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
、
医
療
提
供
を
適
切
に
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
る(287)

。
ま
た
、
州
が
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
医
療
費
を
減
額
し
、
停
止
し
ま
た
は
打
ち
切
る
︵reduce, suspend, or term

inate

︶
と

き
に
は
、
州
行
政
機
関
ま
た
は
地
方
行
政
機
関
は
、
書
面
に
よ
る
一
〇
日
前
の
告
知
、
不
服
申
立
て
の
機
会
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
、
不
服
申
立
期
間
中
は
医
療
提
供
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た(288)

。

︵
二
︶
連
邦
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
を
参
酌
し
た
州
制
定
法

次
に
、
州
制
定
法
レ
ベ
ル
の
仕
組
み
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
議
会
は
、
一
九
八
二
年
に
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
へ
の
参
加

を
決
定
し
、メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
お
よ
び
州
法
に
基
づ
い
て
、Arizona H

ealth C
are C

ost C
ontainm

ent System

︵
以
下
、﹁A

H
C

C
C

S

﹂

と
い
う
。︶
と
い
う
名
称
の
医
療
扶
助
制
度
を
整
備
し
て
い
る(289)

。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
所
管
は
、
州
保
健
省
︵the A

rizona D
epartm

ent 

of H
ealth Service. 

以
下
、﹁
省
﹂
と
い
う
。︶
で
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
対
象
と
な
る
小
児
精
神
医
療
に
つ
い
て
は
、
省
内
の

D
ivision of B

ehavioral H
ealth Services

︵
以
下
、﹁B

H
S

局
﹂
と
い
う
。︶
が
所
管
し
て
い
た
。B

H
S

局
は
、
州
域
を
六
分
割
し
、
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各
地
区
にregional behavioral health authorities

︵
以
下
、﹁R

EB
H

A
s

﹂
と
い
う
。︶(290)

を
設
け
た
。
そ
し
て
、
省
は
、
こ
の

R
EB

H
A

s

の
事
務
に
つ
い
て
、
こ
の
事
務
を
委
託
す
る
契
約
を
医
療
職
集
団
と
締
結
し
た
。
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
、
こ
の
医
療
職

集
団
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
対
象
と
な
る
小
児
精
神
医
療
と
し
て
提
供
さ
れ
る
医
療
が
﹁
医
学
上
必
要
﹂
ま
た
は
﹁
利
用
状
況
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
﹂
か
ら
み
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
し
決
定
し
て
い
た
。

四
　
医
療
職
集
団
に
よ
る
法
定
要
件
審
査

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
州
お
よ
び
連
邦
の
制
定
法
令
と
は
、
ま
ず
、
組
織
の
レ
ベ
ル
で
接
合
す
る
。
組
織
を
通
し
た
接

合
の
形
式
と
し
て
、
①
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定
︵
以
下
、﹁
指
定
型
接
合
﹂
と
い
う
。︶、
②
医
療
職
集
団
の
制
定

法
令
に
基
づ
く
設
置
︵
以
下
、﹁
法
定
設
置
型
接
合
﹂
と
い
う
。︶、
③
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
と
の
制
定
法
令
に
基
づ
く
委
託
契

約
︵
以
下
、﹁
委
託
契
約
型
接
合
﹂
と
い
う
。︶、
と
い
う
三
つ
の
型
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
三
つ
の
型
を
医
療
職
集
団
の
生
成
時
と
制
定
法
令
の
制
定
時
と
で
比
較
す
る
と
、
指
定
型
接
合
の
場
合
は
、
既
存
の
医
療
職

集
団
を
後
発
の
制
定
法
令
が
指
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
法
定
設
置
型
接
合
の
場
合
は
、
制
定
法
令
が
医
療
職
集
団
を
新
た
に
設
け
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
委
託
契
約
型
接
合
の
場
合
は
、
医
療
職
集
団
は
既
存
の
も
の
で
も
よ
い
し
、
新
設
の
も
の
で
も
よ
く
、
こ

の
と
き
、
医
療
職
集
団
は
制
定
法
令
の
要
請
に
合
わ
せ
て
自
ら
の
組
織
お
よ
び
自
主
法
を
独
自
に
創
意
工
夫
し
て
整
備
す
る
傾
向
が

強
い(291)

。
ま
た
、
三
つ
の
型
の
中
で
、
法
定
設
置
型
接
合
と
委
託
契
約
型
接
合
は
、
古
い
行
政
法
規
制
の
一
つ
で
あ
る
医
療
提
供
資
格
に
関

す
る
規
制
に
お
い
て
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
法
規
制
の
新
し
い
領
域
で
あ
る
医
療
保
障
制
度
の
登
場
と
と
も
に
設
け
ら
れ
た

仕
組
み
で
あ
る
。
他
方
、
指
定
型
接
合
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
医
療
提
供
資
格
の
行
政
法
規
制
と
い
う
古
く
か
ら
の
領
域
に
お
い



309

行政法を構成する専門職自主法（三）（安田）

て
、
設
け
ら
れ
た
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
定
型
接
合
に
登
場
す
る
医
療
職
集
団
は
、
医
師
等
の
医
療
従
事
者
や
病
院
等
の
医
療

施
設
等
と
い
っ
た
資
格
の
認
定
に
つ
い
て
、実
際
に
長
期
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
実
施
し
て
き
た
集
団
で
あ
る
。

そ
し
て
、
医
療
保
障
制
度
の
中
に
お
い
て
も
、
指
定
型
接
合
は
、
医
療
を
提
供
す
る
資
格
の
認
定
に
か
か
わ
る
行
政
法
規
制
の
中
で

用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
、
古
く
か
ら
の
医
療
職
集
団
が
こ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
法
定
設
置
型
接

合
に
お
け
る
医
療
職
集
団
は
、
こ
れ
を
設
置
す
る
医
療
施
設
の
規
模
に
左
右
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
ま
た
、
委
託
契
約
型
接
合
に
お
け
る
医
療
職
集
団
は
、
契
約
更
新
制
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
契
約
更
新
が
な
さ
れ

る
保
証
が
な
く
、
当
該
医
療
職
集
団
の
継
続
性
・
安
定
性
と
い
う
点
に
お
い
て
、
指
定
型
接
合
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
劣
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
型
に
つ
い
て
医
療
職
集
団
が
行
政
法
制
度
の
中
で
果
た
す
機
能
と
い
う
観
点
に
着
目
し
て
み
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
な
特
徴
を
そ
こ
に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
指
定
型
接
合
の
場
合
は
、
指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
そ
れ
自
体

が
、
法
定
の
要
件
と
な
り
得
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
型
と
は
大
き
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
︵
た
と
え
ば
、
建
国
期
の
医
師
免
許
法
︶
場
合
、
ま
た
行
政
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
︵
た
と
え
ば
、
現
行
の
医
師
免
許
法
︶
場

合
、
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
自
体
が
、
法
定
要
件
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
指
定

医
療
職
集
団
の
認
定
自
体
が
法
定
要
件
と
は
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
指
定
医
療
職
集
団
は
、
制
定
法
令
が
定
め
た
要
件
の
充

足
性
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
要
件
審
査
は
、
法
律
に
よ
る
指
定
を
通
じ
て
、
行
政
の
外
に
あ
り
、
か
つ
、
認
定
対
象
で
あ

る
医
療
施
設
の
外
に
あ
る
医
療
職
集
団
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
法
定
設
置
型
接
合
の
場
合
、
医
療
職
集
団
は
、
︱
︱
医
療

施
設
内
の
医
療
職
集
団
の
設
置
と
い
う
本
稿
の
検
討
の
範
囲
内
で
は
︱
︱
医
療
扶
助
給
付
の
要
件
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

医
療
扶
助
給
付
要
件
審
査
を
、
行
政
の
外
部
に
あ
り
、
か
つ
、
受
給
の
当
事
者
で
あ
る
医
療
施
設
内
に
あ
る
医
療
職
集
団
に
行
わ
せ
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る
仕
組
み
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
仕
組
み
は
、
利
益
相
反
と
も
な
り
か
ね
な
い
一
方
で
、﹁
医
学
上
の
必
要
﹂
性
を
最
も
良
く
知

る
者
が
判
断
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
定
設
置
型
接
合
の
場
合
は
、
そ
の
決
定
の
公
正
さ
が
特

に
要
請
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
第
三
に
、
委
託
契
約
型
接
合
の
場
合
も
、
契
約
相
手
方
で
あ
る
医
療
職
集
団
が
、
医
療
扶
助
給
付
の
法
定

要
件
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
委
託
契
約
を
通
じ
て
、
要
件
審
査
は
、
行
政
の
外
に
あ
り
、
か
つ
、
受
給
当
事
者
で
あ
る
病
院
の
外
に

あ
る
医
療
職
集
団
が
行
う
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

以
上
、
要
す
る
に
、
指
定
型
接
合
、
法
定
設
置
型
接
合
、
委
託
契
約
型
接
合
の
い
ず
れ
の
型
に
お
い
て
も
、
医
療
職
集
団
は
、
少

な
く
と
も
共
通
し
て
、
法
定
要
件
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
組
織
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
接
合
の
ど
の
型
で
あ
っ
て
も
、
一

旦
接
合
す
る
と
、
法
定
要
件
を
審
査
す
る
た
め
に
、
医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
専
門
職
自
主
法
は
、
州
ま
た
は
連
邦
の
制
定
法
令
が

定
め
る
要
件
に
関
す
る
基
準
を
定
立
し
、
そ
の
基
準
適
合
性
を
審
査
し
て
い
る(292)

。

し
か
し
、
こ
の
審
査
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
決
定
が
有
す
る
法
的
意
味
の
違
い
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
組

織
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
接
合
の
関
係
性
の
種
差
は
、
専
門
職
自
主
法
に
基
づ
く
決
定
が
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
対
し
て
い
か
な
る
意

味
を
も
つ
か
と
い
う
点
に
違
い
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
指
定
型
接
合
は
、
指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
自
体
が
法
定
要
件

と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
自
体
が
法
定
要
件
で
あ
る
場
合
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
認
定
基
準
は
法
定

要
件
の
審
査
基
準
で
あ
り
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
認
定
基
準
の
適
合
性
審
査
は
法
定
要
件
の
審
査
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
単
独

型
接
合
の
場
合
に
は
、
指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
が
、
即
、
免
許
付
与
と
い
う
法
効
果
を
発
生
さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
﹁
行
政
の
決
定
﹂

が
存
在
し
な
い
ま
ま
、
法
効
果
が
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、﹁
行
政
の
決
定
﹂
に
代
わ
る
﹁﹃
行
政
﹄

の
決
定
﹂
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
﹁
行
政
の
決
定
﹂
と
接

合
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
、
法
定
設
置
型
接
合
お
よ
び
委
託
契
約
型
接
合
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、
要
件
審
査
に
関
す
る
医
療
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職
集
団
の
決
定
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
決
定
を
受
け
た
﹁
行
政
の
決
定
﹂
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
型
に
お
い

て
は
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
決
定
と
﹁
行
政
の
決
定
﹂
と
が
、
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
接
合
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
二
節　

組
織
お
よ
び
法
定
要
件
に
お
け
る
接
合
に
対
す
る
司
法
審
査

一
　
指
定
さ
れ
た
医
療
職
集
団
に
よ
る
要
件
審
査

︵
一
︶
制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、
医
療
職
集
団
の
み
を
指
定
す
る
場
合

制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、
医
療
職
集
団
の
み
を
指
定
し
、
こ
の
医
療
職
集
団
に
対
し
て
堕
胎
罪
の
違
法
性

阻
却
事
由
該
当
性
の
審
査
を
委
ね
て
い
る
仕
組
み
に
つ
い
て(293)

、
こ
の
仕
組
み
を
違
憲
と
し
た
連
邦
最
高
裁
判
決
と
し
て
、D

oe v. 

B
olton, 410 U

.S. 179 ︵1973

︶
判
決
が
あ
る(294)

。

①
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
刑
法
堕
胎
罪
の
仕
組
み

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
刑
法
︵
以
下
、﹁
州
刑
法
﹂
と
い
う
。︶
二
六
︲
一
二
〇
一
条
は
、
流
産
ま
た
は
堕
胎
の
意
図
を
も
っ
て
、
薬
剤
、

器
材
ま
た
は
そ
の
他
の
手
段
を
用
い
る
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
、
刑
事
上
の
堕
胎
罪
を
定
め
て
い
た(295)

。
そ
し
て
、
こ

の
違
法
性
阻
却
の
実
体
的
要
件
を
州
刑
法
二
六
︲
一
二
〇
二
条
ａ
項
が
規
定
し
て
い
た(296)

。
ま
た
、
違
法
性
阻
却
の
手
続
的
要
件
を
州

刑
法
二
六
︲
一
二
〇
二
条
ｂ
項
が
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
四
号
が
、﹁
州
保
健
委
員
会
︵the State B

oard of H
ealth

︶
の
設
置
許
可

を
受
け
、
か
つ
、JC

A
H

の
認
定
を
受
け
た
病
院
に
お
け
る
堕
胎
﹂
は
そ
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
と
定
め
て
い
た(297)

。

な
お
、
州
で
は
、
病
院
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
州
の
許
可
の
み
が
要
求
さ
れ
、
こ
の
設
置
に
関
し
てJC

A
H

に
よ
る
認
定
は
不
要
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で
あ
っ
た(298)

。

②
事
実
お
よ
び
争
点

出
訴
時
に
妊
娠
九
週
で
あ
っ
た
原
告
女
性
は
、
貧
困
と
夫
の
精
神
障
害
を
理
由
に
堕
胎
を
希
望
し
た
が
、
州
刑
法
二
六
︲

一
二
〇
二
条
ａ
項
が
定
め
る
実
体
的
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
全
一
五
九
の
う
ち
五
四
の
カ
ウ

ン
テ
ィ
に
し
かJC

A
H

認
定
病
院
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
女
性
は
、
こ
の
州
刑
法
の
堕
胎
禁
止
規
定
が
合
衆
国
憲
法
修
正

一
四
条
に
違
反
し
て
お
り
違
憲
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
お
よ
び
当
該
規
定
の
法
執
行
の
差
止
め
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

本
稿
と
関
連
す
る
争
点
は
、
州
刑
法
二
六
︲
一
二
〇
二
条
ｂ
項
四
号
の
規
定
、
す
な
わ
ち
、
病
院
が
、
適
法
に
堕
胎
を
行
う
た
め

に
、
州
の
病
院
設
置
許
可
に
加
えJC

A
H

の
認
定
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
衆
国
憲
法
が
定
め
る
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、

手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
、
平
等
保
護
に
違
反
し
違
憲
で
あ
る
か
否
か
、
で
あ
っ
た
。

③
法
廷
意
見
︵B

lackm
an

判
事
︶

連
邦
最
高
裁
は
、
七
対
二
で
、
当
該
規
定
が
、
法
目
的
に
合
理
的
な
関
連
性
を
持
た
な
い
︱
︱JC

A
H

認
定
病
院
だ
け
が
患
者
を

十
分
に
保
護
す
る
と
い
う
州
の
利
益
に
つ
い
て
州
は
証
明
し
て
い
な
い
︱
︱
こ
と
か
ら
、
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
に
違
反
し
て
お

り
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。﹁JC

A
H

は
、
政
府
の
後
援
︵sponsorship or overtones

︶
の
な
い

組
織
で
あ
る
。
…
…
そ
の
組
織
の
清
廉
潔
白
さ
や
認
定
過
程
の
目
標
の
高
さ
に
関
し
て
、
何
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
問
題
に
は
な

ら
な
い
。︵
法
廷
意
見
の
注
一
二
に
よ
れ
ば
︶JC

A
H

の
定
立
す
る
基
準
は
、
必
要
最
低
限
度
の
基
準
で
は
な
く
﹃
到
達
可
能
で
最

適
な
﹄︵optim

um
 available

︶
基
準
で
あ
る
。
…
…JC

A
H

の
認
定
過
程
は
、
病
院
の
一
般
的
な
水
準
︵standards

︶
と
関
係
が
あ

る
の
で
あ
り
、︵JC

A
H

は
︶
医
療
行
為
や
外
科
処
置
と
し
て
の
堕
胎
に
特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
﹂(299)
。

ま
た
、
法
廷
意
見
は
、
①
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
、
堕
胎
以
外
の
外
科
的
処
置
に
つ
い
て
は
、
病
院
がJC

A
H

の
認
定
を
要
求
し
て
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い
な
い
こ
と
、
②
ア
ラ
ス
カ
州
、
ハ
ワ
イ
州
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
等
の
刑
法
は
、JC

A
H

の
認
定
を
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
、
③

一
九
六
三
年
に
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
︵the A

m
erican Law

 Institute

︶
が
作
成
し
た
模
範
刑
法
典
二
三
〇
︲
三
条
、
お
よ
び
、

一
九
七
二
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
︵the A

m
erican B

ar A
ssociation

︶
が
作
成
し
た
統
一
堕
胎
禁
止
法
も
そ
れ
を
求
め
て
い

な
い
こ
と
、
③
幾
つ
か
の
裁
判
所
の
判
決
は
、JC

A
H

の
認
定
が
堕
胎
に
特
有
の
医
学
上
の
問
題
や
危
険
性
と
は
関
連
が
な
い
こ
と

を
理
由
と
し
て
、JC

A
H

の
認
定
を
要
求
す
る
こ
と
は
原
告
の
基
本
的
権
利
を
広
く
侵
害
し
て
い
る
と
判
示
し
た
こ
と
を
挙
げ
、

﹁JC
A

H

の
認
定
の
要
求
は
、
現
状
況
で
は
、
合
憲
性
の
審
査
に
耐
え
な
い
、
と
我
々
は
考
え
る
。JC

A
H

の
認
定
を
要
求
す
る
こ
と

は
、
当
該
制
定
法
目
的
に
合
理
的
な
関
連
性
を
有
す
る
区
別
︵difference

︶
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
﹂
と
判
示
し
た(300)

。

④
判
決
の
評
価

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
、
病
院
が
堕
胎
を
適
法
に
行
お
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
病
院
は
、
州
の
病
院
設
置
許
可
法
︵
行
政
法
︶
が
要

求
す
る
病
院
設
置
許
可
と
、
州
刑
法
が
要
求
す
るJC

A
H

の
認
定
の
両
方
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に

関
し
て
、
刑
法
に
定
め
の
あ
る
医
療
職
集
団
の
自
主
法
に
よ
る
規
制
を
否
定
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
議
会
は
、
病
院
設
置
許
可
法
に
基
づ
き
、
州
保
健
委
員
会
を
設
置
し
、
病
院
設
置
許
可
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。

こ
の
規
制
に
関
し
て
は
、
病
院
設
置
許
可
法
に
基
づ
く
許
可
の
付
与
過
程
に
お
い
て
、
医
療
職
集
団
は
登
場
し
な
い
。　

他
方
、
州
議
会
は
、
州
刑
法
に
基
づ
き
、
医
療
職
集
団
︵JC

A
H

︶
を
指
定
し
た
。
こ
の
指
定
に
よ
り
、
州
刑
法
の
空
間
に
お
い

て
は
、
州
議
会
に
よ
っ
て
、
病
院
設
置
許
可
を
行
う
州
の
行
政
委
員
会
︵adm

inistrative agency

︶
と
、
認
定
を
行
う
医
療
職
集
団

で
あ
るJC

H
A

︵private agency

︶
と
い
う
二
つ
のagency

が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
州
刑
法
に
よ
り
、JC

A
H

は
、
州
行
政

委
員
会
と
並
ん
で
、
病
院
の
質
に
つ
い
て
認
定
す
る
権
限
を
授
権
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の

agency

は
、
相
互
に
交
わ
る
こ
と
な
く
独
自
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
基
準
を
定
立
し
そ
の
適
合
性
を
審
査
し
て
い
た
と
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い
い
得
る
。
州
刑
法
の
空
間
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
のagency

は
、
同
じ
病
院
を
審
査
の
対
象
と
す
る
が
、
し
か
し
、
組
織
の
レ

ベ
ル
で
も
要
件
審
査
の
レ
ベ
ル
で
も
相
互
に
接
合
し
な
い
ま
ま
、
た
だ
併
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
州
病
院
設
置
許
可

法
︵
州
の
行
政
法
︶
が
定
立
す
る
許
可
基
準
が
求
め
る
病
院
の
質
と
、
州
刑
法
に
基
づ
くJC

A
H

の
自
主
法
が
定
立
す
る
認
定
基
準

が
求
め
る
病
院
の
質
に
つ
い
て
み
る
と
、
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、JC

A
H

の
認
定
基
準
は
、
医
療
の
質
の
最
適
な
基
準
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
相
対
的
に
は
、
行
政
委
員
会
の
基
準
は
低
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
法
廷
意
見
がJC

A
H

の
基
準
を
排
除
し

た
こ
と
に
よ
り
、
州
刑
法
は
、
病
院
の
質
に
つ
い
て
最
適
な
水
準
ま
で
は
求
め
る
必
要
は
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
州
の
安

全
お
よ
び
秩
序
維
持
に
資
す
るpolice pow

er

は
消
極
規
制
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
よ
り
積
極
的
に
最
適
な
基
準
を
求
め
る
規
制
で
あ

るJC
A

H

の
認
定
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
違
憲
無
効
判
決
に
よ
っ
て
、
医
療
職
集
団
で
あ
るJC

A
H

の
認
定
は
、
刑
法
上
の
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
承

認
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、JC

A
H

の
認
定
に
、
刑
法
上
の
法
効
果
が
与
え
ら
れ
る
途
は
閉
ざ
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
州
刑

法
の
空
間
に
お
い
て
行
政
法
と
専
門
職
自
主
法
と
が
併
存
す
る
仕
組
み
は
否
定
さ
れ
、
刑
法
堕
胎
罪
に
お
い
て
は
、
制
定
法
の
み
が

規
律
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
判
決
の
結
果
、
刑
法
の
分
野
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
︵
行
政
法
︶
と
の
併
存
が
、

生
成
発
展
す
る
途
も
ま
た
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る(301)

。
こ
の
よ
う
に
、
刑
法
の
空
間
に
お
い
て
専
門
職
自
主
法
が
生
成
発
展
す

る
途
を
判
決
が
閉
ざ
し
た
こ
と
は
、
生
命
・
身
体
の
安
全
と
い
う
必
要
最
低
限
度
の
基
準
で
は
な
く
、
到
達
可
能
で
最
適
な
基
準
に

関
心
を
も
っ
て
専
門
職
自
主
法
を
定
立
す
る
と
い
う
、
質
保
証
を
使
命
に
か
か
げ
る
医
療
職
集
団
︱
︱
本
件
のJC

A
H

は
自
ら
の
使

命
と
し
て
、
医
療
施
設
の
評
価
等
を
通
し
た
医
療
の
質
の
継
続
的
な
改
善
を
か
か
げ
て
い
る
︱
︱
の
存
在
理
由
か
ら
み
て
も
、
ま
た
、

合
理
的
な
結
論
で
あ
っ
た
。
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︵
二
︶
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
、
か
つ
、
医
療
職
集
団
も
指
定
す
る
場
合

制
定
法
が
、
行
政
機
関
を
設
置
す
る
と
同
時
に
、
特
定
か
つ
既
存
の
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
仕
組
み(302)

を
も
つ
医
療
保
険
制
度
に

お
い
て
、
医
療
職
集
団
の
決
定
の
合
憲
性
が
論
じ
ら
れ
た
連
邦
控
訴
裁
判
決
と
し
て
、C

ospito v. H
eckler, 742 F.2d 72 

︵1984

︶, 

cert. denied 471 U
.S. 113 ︵1985

︶ 

判
決
が
あ
る
。

①
事
実
お
よ
び
争
点

ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ト
レ
ン
ト
ン
精
神
病
院
︵
以
下
、﹁
病
院
﹂
と
い
う
。︶
は
、JC

A
H

認
定
病
院
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ケ

ア
指
定
病
院
で
あ
っ
た
。JC

A
H

は
一
九
七
三
年
に
病
院
の
定
期
的
な
調
査
を
行
い
、
病
院
に
対
し
て
、JC

A
H

認
定
基
準
に
不
適

合
な
個
所
が
あ
る
た
め
、
改
善
を
命
ず
る
告
知
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
七
四
年
の
再
調
査
時
に
も
改
善
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

JC
A

H

は
、
認
定
取
消
の
仮
決
定
︵
執
行
猶
予
付
き
︶
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
七
五
年
の
再
々
調
査
時
に
も
、
不
適
合
な
個
所
は
改
善

さ
れ
ず
、
ま
た
病
院
もJC

A
H

に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
た
め
、JC

A
H

は
病
院
の
認
定
を
取
り
消
す
決
定
を
行
っ
た
。

JC
A

H

の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
病
院
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
施
設
で
は
な
く
な
っ
た
と
し
て
、H

EW

省
長
官
は
、
病
院
に
入
所

し
て
い
た
患
者
ら
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
等
か
ら
の
医
療
費
給
付
を
打
ち
切
っ
た
。
患
者
ら
は
、
こ
の
医
療
費
給
付
打
切
り
が
違
憲

で
あ
る
と
主
張
し
、H
EW

省
長
官
お
よ
びJC

A
H

を
被
告
と
し
て
、
医
療
給
付
の
継
続
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

本
稿
に
関
連
す
る
争
点
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
医
療
費
給
付
打
切
り
の
決
定
が
合
衆
国
憲
法
修
正
五
条
の
定
め
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
当
た
る
か
否
か
、
お
よ
び
、

JC
A

H

へ
の
政
府
権
限
委
任
の
該
当
性
な
ら
び
に
合
憲
性
で
あ
る
。

②
法
廷
意
見
︵G

arth

判
事
︶

JC
A

H

に
よ
る
認
定
取
消
し
の
過
程
に
患
者
の
参
加
を
認
め
な
い
ま
ま
給
付
を
打
ち
切
る
こ
と
が
、
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス



316法政論集　251号（2013）

論　　説

に
違
反
す
る
と
い
う
原
告
の
主
張
に
対
し
て
、
法
廷
意
見
は
、
給
付
の
打
切
り
が
﹁
修
正
五
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
利
益
の
剥
奪

に
は
当
た
ら
な
い
﹂
こ
と
か
ら
、
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
違
反
し
な
い
と
述
べ
た(303)

。

第
一
に
、
法
廷
意
見
は
、
患
者
ら
の
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
︱
︱
メ
デ
ィ
ケ
ア
に
基
づ
く
給
付
を
受
け
る
利
益
︱
︱
が
剥
奪
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め
た
。
そ
の
理
由
は
、原
告
精
神
疾
患
患
者
ら
は
病
院
に
任
意
で
入
院
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
、

し
た
が
っ
て
、
病
院
に
対
す
るJC

A
H

の
認
定
取
消
し
を
理
由
に
、
他
のJC

A
H

認
定
病
院
を
選
択
し
転
院
す
る
患
者
ら
の
自
由
は

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
に
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
剥
奪
が
、﹁
政
府
の
行
為
﹂
に
よ
る
剥
奪
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
否
認
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
患
者
の
利
益
の
剥
奪
は
、
政
府
の
行
為
の
﹁
直
接
的
効
果
﹂︵the direct effects

︶
で

は
な
く︿
間
接
的
効
果
﹀︵the indirect effects

︶(304)
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、﹁
患
者
に
対
し
て
困
難︵hardship

︶

を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
、政
府
の
決
定
お
よ
び
意
図
は
存
在
し
な
い
。︵
給
付
の
取
消
し
に
よ
っ
て
生
ず
る
︶患
者
の
い
か
な
る
困
難
も
、

医
療
施
設
の
質
の
最
低
限
度
の
基
準
を
メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
施
設
に
遵
守
さ
せ
る
政
府
決
定
の
間
接
的
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
し
た

が
っ
て
、
患
者
ら
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
保
護
を
主
張
す
る
地
位
に
は
な
い
﹂
と
述
べ
た(305)

。

次
に
、
法
廷
意
見
は
、
委
任
禁
止
法
理
違
反
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た(306)

。
本
件
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
の
規
定
は
、H

EW

省

長
官
が
、
指
定
に
関
す
る
明
確
な
範
囲
︵distinct part
︶
を
審
査
す
る
権
限
を
通
し
て
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
参
加
資
格
の
取
消
し
に
関
す

る
最
終
的
な
権
限
を
有
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
長
官
は
、
病
院
の
適
切
性
に
つ
い
て
、JC

A
H

と
は
別
に

そ
の
判
断
基
準
を
定
立
す
る
権
限
も
有
し
、JC

A
H

と
同
時
並
行
的
に
調
査
し
事
実
認
定
を
独
自
に
評
価
す
る
︵de novo 

evaluation

︶
こ
と
が
で
き
る
。
議
会
が
私
人
に
対
し
て
︿
多
少
の
技
術
的
事
項
﹀︵m

atter of a m
ore or less technical nature

︶(307)

の

補
助
を
求
め
る
こ
と
は
、連
邦
最
高
裁
も
容
認
し
て
お
り
、長
官
は
、JC

A
H

の
基
準
お
よ
び
そ
の
適
合
性
審
査
を
、参
照
︵reference

︶

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
官
が
、
自
ら
の
基
準
をJC

A
H

の
基
準
と
﹁
同
等
﹂︵equivalent

︶
の
も
の
と
す
る
か
否
か
は
、
長
官
の
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裁
量
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
官
は
、JC

A
H

と
は
別
に
、
事
実
認
定
権
限
お
よ
び
一
般
的
基
準
の
定
立
権
限
を
有
し
て
お
り
、

JC
A

H

の
認
定
活
動
の
全
て
は
、
長
官
に
よ
る
完
全
な
再
審
理
︵full review

︶
に
服
し
て
い
る
。

③
判
決
の
評
価

メ
デ
ィ
ケ
ア
法
が
直
接
定
め
る
特
定
か
つ
既
存
の
医
療
職
集
団
の
指
定
︵
み
な
し
指
定
︶
と
い
う
制
定
法
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、

医
療
職
集
団
は
、H

EW

省
と
接
合
す
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
病
院
認
定
基
準
︵
自
主
法
の
定
め
る
要
件
︶

は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
の
法
定
要
件
と
接
合
す
る
。
こ
の
二
つ
の
要
件
の
接
合
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
用
い
る
法
理
は
、
議
会
権
限
ま

た
は
政
府
権
限
の
私
人
へ
の
委
任
の
該
当
性
お
よ
び
合
憲
性
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
、
そ
し
て
、
要
件
審
査
手
続
の
適

正
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

制
定
法
要
件
と
自
主
法
要
件
と
の
接
合
に
つ
い
て
、
原
告
患
者
ら
は
、
医
療
職
集
団
の
認
定
の
み
で
行
政
機
関
に
よ
る
法
律
上
の

資
格
の
付
与
と
い
う
法
効
果
が
発
生
す
る
単
独
型
接
合
に
当
た
る
と
解
し
、
こ
れ
が
政
府
権
限
の
私
人
へ
の
委
任
で
あ
り
、
か
つ
、

ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
法
廷
意
見
は
、
ま
ず
、
委
任
禁
止
法
理
に
つ
い
て
、
委
任
に
該
当
し
な
い
と
述
べ
た
。
そ
の
理
由
は
、HEW

省
長
官
が
、

病
院
の
指
定
基
準
の
定
立
権
限
、
病
院
の
指
定
権
限
お
よ
び
そ
の
取
消
権
限
、
な
ら
び
に
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
病
院
の
認
定
に
対

す
る
完
全
な
再
審
査
権
限
を
有
す
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
判
示
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
件
法

廷
意
見
の
関
心
は
、
長
官
が
ど
の
よ
う
な
権
限
を
有
す
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
、
長
官
は
、
そ
の
裁
量
権
に
基
づ
い
て
、
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
自
主
基
準
お
よ
び
そ
の
適
合
性
審
査
に
基
づ
く
認
定
を
参

照
し
た
も
の
で
あ
る
と
法
廷
意
見
は
解
し
た
。
確
か
に
、
法
廷
意
見
が
い
う
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
、
長
官
は
、
規
則
で
メ
デ
ィ
ケ

ア
指
定
施
設
を
規
制
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
る
内
容
は
、
医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
基
準
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
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メ
デ
ィ
ケ
ア
法
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
施
設
を
認
定
す
る
機
関
と
し
て
医
療
職
集
団
も
指
定
し
て
お
り
、
当
該
医
療
職
集
団
の
定
立

し
た
基
準
を
、
法
の
基
準
と
し
て
直
接
用
い
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
は
、
行
政
機
関
の

法
定
要
件
該
当
性
審
査
に
基
づ
く
認
定
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
が
い
う
と
こ
ろ
の
選
択
型
接
合
︱
︱

指
定
医
療
職
集
団
の
認
定
か
、
ま
た
は
、
行
政
機
関
の
認
定
か
の
ど
ち
ら
か
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
法
定
要
件
は
充
足
し
た
も

の
と
し
て
、
法
効
果
が
発
生
す
る
自
主
法
要
件
・
法
定
要
件
選
択
型
接
合
︱
︱
に
あ
た
る
。

議
会
・
政
府
権
限
の
医
療
職
集
団
へ
の
委
任
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
結
果
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
上
の
医
療
保
険
の
枠
内
で
、

行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
は
、
別
個
の
独
立
し
た
組
織
で
あ
り
つ
つ
、
要
件
審
査
の
仕
組
み
を
介
し
て
接
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
委
任
禁
止
法
理
を
用
い
る
本
件
裁
判
所
は
、
医
療
職
集
団
、
お
よ
び
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
権
限
を
有
す
る
か
︵
本
件
の
場

合
、
要
件
審
査
権
︶
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
法
廷
意
見
は
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
、
病
院
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
病
院
利
用
者
で
あ
る
患
者
ら
に
対
し

て
は
間
接
的
効
果
を
持
つ
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
も
否
認
し
て
い
る
。
直
接
的
効
果

が
及
ぶ
者
、
す
な
わ
ち
直
接
の
認
定
対
象
で
あ
る
病
院
が
原
告
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
認
定
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク

シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、JC

A
H

の
認
定
手
続
の
適
法
性
が
審
査
さ
れ
得
る
。
ま
た
、
当

該
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
が
認
容
さ
れ
る
場
合
に
は
、
医
療
職
集
団
の
行
為
は
国
家
の
行
為

と
同
視
さ
れ
、
医
療
職
集
団
は
私
的
主
体
で
は
あ
る
が
行
政
機
関
に
準
ず
る
も
の
︵quasi-adm

inistrative agency

︶
と
な
り
、
行

政
機
関
と
同
様
の
規
律
︵
た
と
え
ば
行
政
手
続
等
︶
に
服
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が

認
容
さ
れ
た
場
合
に
は
、
医
療
職
集
団
は
、
行
政
機
関
に
準
じ
た
も
の
と
な
り
、
専
門
職
自
主
法
は
、
行
政
法
に
準
ず
る
こ
と
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
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本
件
で
は
、
議
会
・
政
府
権
限
の
委
任
該
当
性
お
よ
び
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
の
両
方
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
医

療
職
集
団
が
行
政
機
関
に
準
ず
る
も
の
に
な
っ
た
り
、
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
に
な
る
途
は
閉
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

判
決
時
の
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
が
定
め
る
、
組
織
お
よ
び
要
件
の
定
立
・
審
査
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
そ
れ
自
身

に
つ
い
て
、
判
決
は
、
違
憲
と
判
断
し
た
り
違
法
と
判
断
し
た
り
は
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
憲
法
上
・
法
律
上
許
容
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

︵
三
︶
制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
、
当
該
行
政
機
関
が
委
任
命
令
に
よ
り
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
場
合

制
定
法
が
行
政
機
関
を
設
置
し
、
当
該
行
政
機
関
が
委
任
命
令
に
よ
り
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
場
合
に
お
け
る
、
こ
の
制
定
法

令
と
専
門
職
自
主
法
と
が
接
合
す
る
仕
組
み
に
対
す
る
司
法
審
査
を
検
討
す
る
。
こ
の
仕
組
み
に
基
づ
く
認
定
に
つ
い
て(308)

、
そ
の
合

憲
性
が
論
じ
ら
れ
た
連
邦
地
裁
判
決
と
し
て
、St. A

gnes H
ospital v. R

iddick as C
hairm

an of A
C

G
M

E, 668 F. Supp. 478 

︵1987

︶, 748 F. Supp. 319 ︵1990

︶
判
決
が
あ
る
。

①
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
医
師
免
許
法
令

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
医
師
免
許
法
︵
以
下
、﹁
州
医
師
免
許
法
﹂
と
い
う
。︶
は
、
医
師
免
許
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
免
許
付

与
権
限
を
授
権
し
た(309)

。
ま
た
、
州
医
師
免
許
法
は
、
医
師
免
許
付
与
要
件
と
し
て
、
倫
理
的
人
格
、
医
科
大
学
院
の
学
位
、
卒
後
研

修
お
よ
び
医
師
資
格
試
験
の
合
格
と
い
う
四
つ
の
要
件
全
て
を
満
た
す
こ
と
を
求
め
た(310)

。
そ
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
州
規
則
は
、
卒

後
研
修
に
つ
い
て
、﹁
承
認
さ
れ
た
︵approved

︶
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
で
の
一
年
以
上
の
卒
後
研
修
を
要
求
し
た(311)

。
州
規
則
の
定

義
に
よ
れ
ば
、﹁
承
認
さ
れ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
と
は
、﹁the A

ccreditation C
ouncil on G

raduate M
edical Education

︵
以
下
、

A
C

G
M

E

と
い
う
。︶(312)

に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
基
準
と
同
等
の
︵equivalent

︶
基
準
を
満
た
し
た
卒
後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
で
あ
る



320法政論集　251号（2013）

論　　説

と
定
め
ら
れ
て
い
た(313)

。

②
事
実
お
よ
び
争
点

St. A
gnes H

ospital

︵
以
下
、﹁
病
院
﹂
と
い
う
。︶
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
設
立
し
、
宗
教
上
の
信
念
か
ら
、
産
婦
人
科
に
お

け
る
卵
管
外
科
を
も
た
ず
、
家
族
計
画
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
病
院
は
、
一
九
八
一
年
以
前
に
は
、A

C
G

M
E

か
ら
教
育
病
院
と

し
て
完
全
に
認
定
さ
れ
て
い
た
︵fully accredited

︶。
病
院
は
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
に
、
産
婦
人
科
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
備
を

理
由
に
仮
認
定
︵probationary status

︶
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
後
、A

C
G

M
E

は
再
調
査
を
行
い
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
備
が
改

善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
認
定
を
取
り
消
す
決
定
を
行
い
、
こ
の
旨
を
病
院
に
告
知
し
た
。
病
院
は
、
一
九
八
六
年
に
、

A
C

G
M

E

が
設
け
る
不
服
申
立
委
員
会
に
不
服
を
申
し
立
て
た
。
こ
の
不
服
申
立
委
員
会
はA

C
G

M
E

の
認
定
取
消
決
定
を
認
容
す

る
勧
告
を
行
い
、
同
年
六
月
、A

C
G

M
E

は
、
不
服
申
立
委
員
会
の
当
該
勧
告
を
採
用
し
て
、
病
院
の
認
定
を
最
終
的
に
取
り
消
し

た
。
病
院
は
、A

C
G

M
E

に
よ
る
認
定
の
取
消
し
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
が
保
障
す
る
信
仰
の
自
由(314)

を
侵
害
し
て
い
る
と
主
張

し
、A

C
G

M
E

の
理
事
︵chairm
an

︶
を
被
告
と
し
て
、
認
定
取
消
し
の
差
止
め
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

本
稿
と
関
連
す
る
争
点
は
、A

C
G

M
E

に
よ
る
認
定
取
消
し
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
、
そ
し
て
、A

C
G

M
E

の
認
定

取
消
し
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
場
合
に
は
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
の
保
障
す
る
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を

満
た
す
も
の
か
、
ま
た
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
公
正
な
手
続
を
満
た
す
も
の
か

で
あ
っ
た
。

③
法
廷
意
見
︵M

urray

判
事
︶

第
一
に
、
連
邦
地
裁
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
認
め
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。﹁
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
医
師
免

許
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、免
許
申
請
者
は
、州
の
医
師
免
許
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験
の
合
格
を
含
む
多
く
の
︵
法
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定
︶
要
件(315)

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
規
則
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
資
格
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
、
申
請
者
は
、
医
科

大
学
院
修
了
後
最
低
一
年
間
、﹃
承
認
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄
で
卒
後
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
承
認
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
、﹃A

C
G

M
E

に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
基
準
と
同
等
︵equivalent

︶
の
基
準
を
満
た
し
た
卒
後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
医
師
免
許
を
取
得
す
る
に
は
、A

C
G

M
E

に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
す
る
研
修
を
修
了
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
州
は
、
制
定
法
お
よ
び
規
則
を
通
じ
て
、
卒
後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
定
す
る
権
限
をA

C
G

M
E

に
授

権
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
医
師
免
許
を
得
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
訓
練
が
必
要
か
を
決
定
す
る
︵
州
の
︶

権
限
を
、A

C
G

M
E

に
授
権
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
そ
し
て
、
こ
の
決
定
権
限
は
、
本
質
的
に
、
州
の
権
限
で
あ
︵
る
︶。

…
…
州
の
機
能
︵
医
師
免
許
の
付
与
︶
とA

C
G

M
E

の
活
動
︵
免
許
手
続
に
か
か
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
︶
と
は
、
直
接
に
関

連
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
州
に
よ
るA
C

G
M

E

へ
の
権
限
の
委
任
と
原
告
病
院
の
︵
損
害
の
︶
主
張
と
の
間
に
︵
も
︶、
直
接
の

関
連
性
が
あ
る
。A

C
G

M
E

や
そ
れ
と
同
様
の
組
織
が
存
在
し
な
い
場
合
、
州
は
、
現
在A

C
G

M
E

が
行
っ
て
い
る
認
定
を
自
ら
行

う
義
務
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
州
が
、
私
的
組
織
に
対
し
免
許
に
関
す
る
責
任
の
一
部
を
委
任
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
と

い
う
事
実
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
﹂(316)
。

第
二
に
、A

C
G

M
E

の
認
定
取
消
手
続
の
合
憲
性
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
と
し
て
、
法
廷
意
見
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

﹁
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
、
生
命
・
自
由
・
財
産
の
剥
奪
に
﹃
先
立
っ
て
事
案
の
性
質
に
応
じ
た
告
知
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

機
会
の
付
与
を
要
求
し
て
い
る
﹄(317)
。
そ
の
手
続
の
タ
イ
プ
を
決
定
す
る
に
際
し
て
、
裁
判
所
は
、
私
人
の
利
益
と
、
そ
れ
に
対
抗
す

る
効
率
的
行
政
を
行
う
政
府
の
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
こ
の
利
益
衡
量
の
考
慮
要
素
は
、﹃
影
響

を
受
け
る
私
人
の
利
益
、
そ
の
利
益
が
誤
っ
て
剥
奪
さ
れ
る
危
険
性
と
手
続
を
付
加
す
る
こ
と
の
も
つ
価
値
、
手
続
を
よ
り
厳
密
に

す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
政
府
の
負
担
を
含
む
政
府
の
利
益
﹄(318)

の
三
要
素
で
あ
る
﹂(319)
。
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続
い
て
、
法
廷
意
見
は
、
上
記
三
要
素
を
本
件
に
当
て
は
め
た
う
え
で
、A

C
G

M
E

の
認
定
手
続
に
は
、
憲
法
上
﹁
告
知
お
よ
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
﹂
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
本
件
で
は
こ
れ
を
十
分
に
満
た
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
本
件
で
の

病
院
の
利
益
、
す
な
わ
ち
産
婦
人
科
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
は
、
財
産
的
利
益
︵property interest

︶
で
は
あ
る
が
、
こ
と
さ
ら

に
強
い
利
益
で
は
な
い
。
他
方
、A

C
G

M
E

の
利
益
は
、
全
て
の
研
修
医
の
適
切
な
訓
練
、
お
よ
び
患
者
の
保
護
に
お
い
て
、
極
め

て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
病
院
は
、A

C
G

M
E

か
ら
、
産
婦
人
科
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
備
に
つ
い
て
十
分
な
告
知
を
受
け
て

お
り
、
か
つ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
関
し
て
一
度
以
上
の
猶
予
を
与
え
ら
れ
た
﹂(320)
。

第
三
に
、
法
廷
意
見
は
、A

C
G

M
E

の
認
定
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、A

C
G

M
E

の
認
定

が
専
門
職
と
し
て
の
活
動
の
事
実
上
の
前
提
条
件
と
な
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
当
該
認
定
に
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
公
正
に
扱
わ
れ
る

権
利
か
ら
導
か
れ
る
公
正
な
手
続
が
要
求
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
手
続
が
公
正
で
あ
る
か
の
審
査
基
準
と
し
て
、
法
廷
意
見
は
、
①

A
C

G
M

E

に
よ
る
認
定
の
認
定
基
準
の
適
切
性
、
②
認
定
取
消
し
の
告
知
の
適
切
性
、
③A

C
G

M
E

内
部
の
不
服
申
立
委
員
会
︵the 

B
oard of A

ppeals

︶
に
よ
る
決
定
手
続
の
適
切
性
と
い
う
三
つ
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、A

C
G

M
E

の
認
定
に
関
す
る
組
織
、
基
準
、

基
準
定
立
お
よ
び
認
定
の
手
続
を
審
査
し
た
う
え
で
、A

C
G

M
E

の
認
定
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
要
求
さ
れ
る
公
正
な
手
続
を
踏
ん

で
い
る
と
判
示
し
た(321)

。

④
判
決
の
評
価

制
定
法
は
、
医
療
職
集
団
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
制
定
法
が
設
置
し
た
州
行
政
委
員
会
は
、
そ
の
規
則
す
な
わ
ち
﹁
行

政
の
決
定
﹂
に
基
づ
い
て
、
医
療
職
集
団
を
指
定
す
る
。
こ
の
指
定
を
媒
介
と
し
て
、
医
療
職
集
団
は
州
医
師
免
許
法
が
設
け
る
州

行
政
委
員
会
と
接
合
す
る
。
そ
し
て
、
制
定
法
上
は
州
行
政
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
要
件
審
査
を
、
医
療
職
集
団
が
行

う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
要
件
の
定
立
・
審
査
に
お
い
て
も
制
定
法
お
よ
び
そ
の
委
任
命
令
と
自
主
法
と
が
接
合
し
て
い
る
。
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こ
こ
に
は
、
州
行
政
委
員
会
に
よ
る
直
接
か
つ
単
独
の
要
件
審
査
は
存
在
せ
ず
、
医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
基
準
は
、
州
行
政
委
員

会
に
よ
る
﹁
行
政
の
決
定
﹂
の
基
準
と
同
等
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
要
件
の
定
立
・
審
査
に
お
け
る
接
合
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
用
い
る
法
理
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
、
要
件
審

査
手
続
の
適
正
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
の
中
で
、
議
会
・
政
府
権
限
の
私
人
へ
の
委
任
の
該
当
性
お
よ

び
合
憲
性
を
論
じ
た
。
法
廷
意
見
は
、
行
政
の
規
則
が
併
用
型
接
合
︱
︱
医
師
免
許
付
与
と
い
う
法
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
要
件
の
一

つ
と
し
て
、
少
な
く
と
も
当
該
医
療
職
集
団
の
認
定
を
要
す
る
︱
︱
を
規
定
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
当
該
指
定
は
政
府
権
限
の

私
人
へ
の
委
任
に
あ
た
り
、
か
つ
、
医
療
職
集
団
の
行
為
は
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
医
療
職
集
団

の
行
為
が
政
府
の
行
為
と
同
視
で
き
る
こ
と
か
ら
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
と
な
り
、
こ
の
決
定
に
対
し
て

憲
法
上
の
適
正
手
続
等
公
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
適
正
な
手
続
は
、
憲
法
︵
あ
る
い
は
行
政
手
続
法
等
︶
を
経
由
し
な
く
と
も
、
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
を
根
拠
に
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
決
定
の
手
続
的
公
正
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
専
門
職
自
主
法
そ
れ
自
体
に
、
公
法
規
範
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
民
主
的
正
統
性

に
よ
る
こ
と
な
く
正
義
の
観
点
か
ら
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
決
定
に
公
正
さ
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
州
行
政
機
関
は
、
民
間
の
医
療
職
集
団
の
認
定
をreview

す
る
︱
︱
報
告
を
受
け
、
事
後
的
に
形
式
的
に
審
査
す
る
︱

︱
に
と
ど
ま
る
。
州
行
政
機
関
は
、
準
行
政
機
関
に
当
た
る
医
療
職
集
団
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
監
督
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

州
行
政
委
員
会
の
委
任
命
令
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
医
療
職
集
団
は
、
こ
の
指
定
を
介
し
て
、
組
織
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
州
行
政

委
員
会
と
接
合
し
、
そ
し
て
、
要
件
の
定
立
・
審
査
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
併
用
型
で
接
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
州
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行
政
委
員
会
お
よ
び
州
制
定
法
と
医
療
職
集
団
お
よ
び
専
門
職
自
主
法
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
並
立
・
対
等
の
関
係
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
判
決
が
、
医
療
職
集
団
の
行
為
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
認
め
、
議
会
・
政
府
権
限
の
私
人
へ
の
委
任
に

あ
た
る
と
判
断
し
た
結
果
、
医
療
職
集
団
お
よ
び
専
門
職
自
主
法
は
、
行
政
機
関
お
よ
び
制
定
法
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
か
つ
、
行
政

機
関
お
よ
び
制
定
法
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
医
師
免
許
と
い
う
法
的
仕
組
み

に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
は
、
行
政
機
関
お
よ
び
制
定
法
が
中
心
と
な
っ
て
そ
こ
に
内
部
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

二
　
施
設
（
医
療
職
集
団
）
の
決
定
を
導
く
委
員
会
（U

R
C

. 

法
定
設
置
の
医
療
職
集
団
）
に
よ
る
要
件
審
査
　

法
定
設
置
の
医
療
職
集
団
で
あ
る
委
員
会
︵U

R
C

︶
を
内
部
に
設
け
る
施
設
が
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
が
行
っ
た
要
件
審
査
を
う

け
て
行
う
決
定
の
合
憲
性
を
連
邦
最
高
裁
が
判
断
し
た
判
決
と
し
て
、B

lum
 v. Yaretsky, 457 U

.S. 991 ︵1982

︶
判
決
が
あ
る(322)

。

︵
一
︶
事
実
お
よ
び
争
点

ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
民
間
の
入
所
型
高
度
介
護
施
設
︵
以
下
、﹁
施
設
﹂
と
い
う
。︶
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
参
加
施
設
で
あ

り
、
そ
の
運
営
資
金
の
九
〇
％
は
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
か
ら
の
給
付
で
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
か
ら
施
設
へ
の
給
付
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド
に
よ
る
医
療
扶
助
の
対
象
者
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き
、
州
か
ら
直
接
に
行
わ
れ
る
。
原
告
︵
患
者
ら
︶
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
に

よ
る
医
療
扶
助
の
対
象
者
で
あ
り
、
当
該
施
設
に
入
所
し
て
い
た
。
一
九
七
三
年
に
、
施
設
内
の
委
員
会
︵U

R
C

︶
は
、
原
告
が

現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
医
療
が
﹁
医
学
上
必
要
﹂
で
は
な
い
と
判
断
し
、
よ
り
低
水
準
の
医
療
を
提
供
す
る
施
設
へ
の
転
院
を
相
当

と
す
る
決
定
︵
第
一
決
定
︶
を
行
っ
た
。
こ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
て
、
市
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
担
当
職
員
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
給
付
金

の
減
額
ま
た
は
打
切
り
の
事
務
手
続
に
入
っ
た
。︵
そ
こ
で
、
原
告
は
、
州
社
会
福
祉
担
当
審
理
員
︵state social service officials

︶
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に
不
服
申
立
て
を
行
い
、︶
行
政
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
当
該
審
理
員
は
、
原
告
が
転
院
し
な
い
場
合
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
給
付

を
打
ち
切
る
と
い
う
決
定
︵
第
二
決
定
︶
を
行
っ
た
。
主
張
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
原
告
は
、
州
社
会
福
祉
省
︵the N

ew
 York 

D
epartm

ent of Social Services

︶
長
官
お
よ
び
州
保
健
省
︵the N

ew
 York D

epartm
ent of H

ealth

︶
長
官
を
被
告
と
し
て
、
施
設

内
に
設
け
ら
れ
た
委
員
会
︵U

R
C

︶
の
決
定
︵
第
一
決
定
︶
お
よ
び
そ
の
理
由
の
告
知
、
お
よ
び
、
こ
の
第
一
決
定
に
不
服
申
立

て
を
行
っ
た
際
の
行
政
上
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
原
告
の
権
利
に
関
す
る
告
知
が
適
切
で
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
手
続

が
連
邦
法
お
よ
び
州
法
な
ら
び
に
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
の
保
障
す
る
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
あ
た
る
こ
と
を
主
張

し
て
、
給
付
打
切
り
の
差
止
め
お
よ
び
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

本
件
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
当
該
委
員
会
︵U

R
C

︶
を
内
部
に
設
置
す
る
施
設
が
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
の
第
一
決
定
を
う
け
て
、

原
告
に
対
し
、
よ
り
低
い
介
護
レ
ベ
ル
の
施
設
へ
の
転
院
決
定
を
行
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
本
件
で

は
、
施
設
の
当
該
決
定
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
が
争
点
と
な
っ
た
。

︵
二
︶
法
廷
意
見
︵R

ehnquist

判
事
︶

法
廷
意
見
は
、
①
施
設
と
州
と
の
間
の
十
分
に
密
接
な
関
係
、
②
州
に
よ
る
強
制
権
限
ま
た
は
相
当
の
影
響
力
、
③
伝
統
的
排
他

的
な
州
の
大
権
と
い
う
三
基
準
を
用
い
て
、
こ
れ
を
順
次
検
討
し
、
施
設
に
よ
る
決
定
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
否
定

し
た
。

①
施
設
は
、﹁
医
学
上
必
要
﹂
か
否
か
を
決
定
す
る
際
に
、
州
保
健
省
が
作
成
し
たform

︵
質
問
票long term

 care placem
ent 

form

︶
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
決
定
は
、﹁
州
が
定
立
し
た
も
の
で
は
な
い
自
ら
の
専
門
的
基
準
︵professional 

standards

︶
に
基
づ
い
た
、
私
人
に
よ
る
医
学
的
判
断
︵m

edical judgm
ent

︶
で
あ
﹂
る(323)

。
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②
第
一
に
、
州
は
、﹁
医
学
上
必
要
﹂
で
な
い
患
者
を
入
所
さ
せ
て
い
る
施
設
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
医
療
費
を
給
付
し

な
い
権
限
お
よ
び
罰
金
を
科
す
権
限
を
法
令
上
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
州
は
、
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
転
院
ま
た
は
退
院
の
決
定

を
行
う
よ
う
命
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
州
は
、
制
裁
を
科
す
権
限
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン

を
構
成
し
な
い
。
第
二
に
、
州
お
よ
び
連
邦
は
、
施
設
に
対
し
て
、
そ
の
患
者
の
医
療
の
必
要
性
を
評
価
し
、
評
価
結
果
を
州
お
よ

び
連
邦
の
公
務
員
に
提
出
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
州
お
よ
び
連
邦
の
法
令
は
、
公
務
員
に
対
し
て
、
特
定
の
患
者
に

対
し
て
特
定
の
医
療
提
供
を
命
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
州
の
義
務
は
、
患
者
に
提
供
さ
れ
る
医
療
の
必
要
性
の
変
化
に
応
じ
て
、
メ

デ
ィ
ケ
イ
ド
の
医
療
費
給
付
を
承
認
す
る
、
ま
た
は
承
認
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
州
は
施
設
の
退
所
等
の
決
定
に
応
じ
て
︵in 

response to

︶
医
療
費
給
付
を
調
整
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
施
設
の
決
定
を
承
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
施
設
の
決
定

を
執
行
す
る
も
の
で
も
な
い
。
第
三
に
、
施
設
は
州
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
、
施
設
入
所
患
者
の
九
〇
％
以
上
は
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
受

給
者
で
あ
り
、
施
設
は
州
の
設
置
許
可
を
受
け
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
も
の
で

は
な
い
。
施
設
は
、
州
に
よ
り
広
範
に
規
制
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
州
に
は
提
供
義
務
の
な
い
医
療
を
提
供
し
て
い
る
私
的
事

業
体
︵privately ow

ned enterprises

︶
で
あ
る(324)

。

③
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
お
よ
び
州
憲
法
は
、
州
議
会
に
対
し
、
医
療
を
必
要
と
す
る
者
に
医
療
費
を
給
付
す
る
権
限
を
授
権
し
た
に

す
ぎ
ず
、
特
定
の
医
療
提
供
を
命
じ
た
も
の
で
は
な
い(325)

。

︵
三
︶
判
決
の
評
価

本
件
に
お
い
て
、施
設
は
、そ
の
内
部
に
医
療
職
集
団
で
あ
る
委
員
会
︵U

R
C

︶
の
設
置
を
、連
邦
規
則
お
よ
び
州
制
定
法
に
よ
っ

て
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
、連
邦
お
よ
び
州
の
法
令
が
付
与
し
た
職
務
、す
な
わ
ち
医
療
費
給
付
に
関
す
る
委
員
会︵U

R
C

︶
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の
法
定
要
件
審
査
を
う
け
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
許
否
・
程
度
に
関
す
る
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
行
政
機
関
は
委
員

会
︵U

R
C

︶
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
医
療
費
給
付
を
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
機
関
は
医
療
費
給
付
権
の
み
を
有
す
る
。

医
療
費
給
付
を
希
望
し
な
い
施
設
は
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
法
的
仕
組
み
を
と
る
こ
と
で
、

ま
ず
、
制
定
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
医
療
職
集
団
で
あ
る
委
員
会
︵U

R
C

︶
は
、
省
等
の
行
政
機
関
と
、
組
織
と
し
て
接
合

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
が
定
立
す
る
専
門
職
自
主
法
と
省
等
の
行
政
機
関
が
定
立
す
る
行
政
法
令
と
が
、
医
療

費
給
付
に
関
す
る
要
件
の
定
立
・
審
査
を
媒
介
と
し
て
接
合
し
て
い
る
。

こ
の
接
合
に
つ
い
て
、
施
設
の
決
定
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
主
張
す
る
原
告
患
者
ら
は
、
委
員
会
︵U

R
C

︶

に
よ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
と
い
う
要
件
審
査
を
う
け
た
施
設
に
よ
る
転
院
決
定
が
、
直
ち
に
、
行
政
に
よ
る
給
付
の
減
額
・
打
切
り

と
い
う
法
効
果
を
う
み
だ
す
単
独
型
接
合
に
当
た
る
と
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
の
決

定
を
う
け
た
施
設
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
私
的
な
事
業
体
と
し
て
の
決
定
で
あ
る
と
述
べ
て
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を

否
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

法
定
意
見
が
、
施
設
の
行
為
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
否
定
し
た
た
め
、
施
設
の
決
定
に
先
立
ち
委
員
会
︵U

R
C

︶

に
よ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
の
判
断
基
準
の
定
立
と
そ
の
個
別
適
用
は
、
委
員
会
︵U

R
C

︶
毎
に
、
す
な
わ
ち
施
設
毎
に
異
な
る
も

の
と
な
り
得
る
し
、
多
様
な
も
の
で
あ
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
法
令
が
作
成
し
たform

は
、
様
式
と

い
う
形
式
に
お
い
て
は
州
内
で
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
と
い
う
実
質
的
内
容
は

医
療
職
集
団
毎
に
異
な
る
も
の
に
な
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
と
の
接
合
お
よ
び
要
件
の
定
立
・
審
査
に

お
け
る
接
合
は
、
行
政
機
関
と
制
定
法
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
接
合
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
、
組
織
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
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要
件
の
定
立
・
審
査
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
独
立
し
対
等
・
並
列
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
憲
法
上
・
法
律
上
容
認
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

三
　
委
託
契
約
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
に
よ
る
要
件
審
査

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
所
管
す
る
州
行
政
機
関
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
州
法
に
基
づ
い
て
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
給

付
が
﹁
医
学
上
必
要
﹂
ま
た
は
﹁
利
用
状
況
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
﹂
か
ら
み
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
事
務
の
委
託
契

約
を
医
療
職
集
団
と
締
結
し
た
。
医
療
職
集
団
に
よ
る
こ
の
決
定
が
、
連
邦
お
よ
び
州
の
法
令
が
定
め
る
手
続
に
違
反
し
て
い
る
か

を
連
邦
地
裁
が
判
断
し
た
事
件
と
し
て
、J.K

. v. D
illenberg, 836 F.Supp. 694 ︵1993

︶
判
決
が
あ
る(326)

。

︵
一
︶
事
実
お
よ
び
争
点

ア
リ
ゾ
ナ
州
保
健
省
︵the A

rizona D
epartm

ent of H
ealth Service. 

以
下
、﹁
省
﹂
と
い
う
。︶
は
、
マ
リ
コ
パ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ

地
区
に
お
け
るR

EB
H

A

の
事
務
に
つ
い
て
、
医
療
職
集
団
で
あ
るC

O
D

A
M

A

を
相
手
方
と
し
て
事
務
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
契
約
に
よ
り
、C

O
D

A
M

A

は
、
連
邦
法
令
お
よ
び
州
法
令
を
遵
守
し
、﹁
医
学
上
必
要
﹂
ま
た
は
﹁
利
用
状
況
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
手
続
﹂
か
ら
み
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
三
年
、C

O
D

A
M

A

は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
小
児
精

神
医
療
に
つ
い
て
、
原
則
、
九
〇
日
以
上
の
医
療
施
設
入
所
を
認
め
な
い
と
い
う
新
方
針
を
立
て
た
。
こ
の
新
方
針
に
基
づ
き
、
小

児
精
神
医
療
施
設
か
ら
の
退
所
の
決
定
をC

O
D

A
M

A

か
ら
告
知
さ
れ
た
原
告
患
者
ら
は
、
省
の
長
官
、B

H
S

局
長
等
を
被
告
と

し
て
、
以
下
の
命
令
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
す
な
わ
ち
、
入
退
所
の
決
定
は
、C

O
D

A
M

A

の
新
方
針
が
い
う
日
数
で
は
な
く
、﹁
医

学
上
必
要
﹂
を
根
拠
と
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
、
理
由
の
提
示
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
有
す
る
十
分
な
告
知
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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本
稿
に
関
連
す
る
争
点
は
、R

EB
H

A
s

と
し
て
事
務
を
契
約
で
請
け
負
っ
て
い
るC

O
D

A
M

A

の
行
っ
た
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
受
給
者

の
医
療
施
設
退
所
決
定
︵
以
下
、﹁R

EB
H

A

﹂
の
決
定
と
い
う
。︶
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か
否
か
で
あ
る
。

︵
二
︶
法
廷
意
見
︵R

oll

判
事
︶

法
廷
意
見
は
、
医
療
施
設
退
所
に
関
す
るR

EB
H

A

の
決
定
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
認
め
た
。
こ
の
判
断
基
準
と

し
て
、
法
定
意
見
は
、
伝
統
的
か
つ
排
他
的
な
政
府
の
機
能
、
お
よ
び
、
政
府
と
私
人
の
行
為
と
の
関
係
︱
︱
政
府
に
よ
る
命
令
ま

た
は
奨
励
の
存
在
、
共
生
関
係
︵sym

biotic relationship

︶
︱
︱
を
挙
げ
た(327)

。

ま
ず
、
伝
統
的
か
つ
排
他
的
な
政
府
の
機
能
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
、R

EB
H

A
s

が
こ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。﹁R

EB
H

A
s

は
、患
者
へ
の
医
療
提
供
の
事
務
を
独
占
的
︵exclusively

︶
に
行
っ
て
い
る
。

…
…R

EB
H

A
s

は
、
主
権
者
の
意
思
の
創
造
物
で
あ
る
。
…
…
︵
さ
ら
に
︶
州
は
、
そ
の
公
の
義
務
の
履
行
手
段
と
し
て
、

R
EB

H
A

s

に
対
し
、
医
療
提
供
義
務
を
果
た
す
責
任
を
全
体
と
し
て
委
任
し
て
い
る
。R

EB
H

A
s

は
、
州
に
よ
る
広
範
な
関
与
に

服
し
て
い
る
。R

EB
H

A
s

は
、
契
約
に
従
っ
て
、
こ
の
契
約
の
下
に
あ
る
義
務
履
行
を
管
理
す
る
た
め
の
、
連
邦
法
、
州
法
、
地
方

の
法
、
規
則
、
基
準
お
よ
び
執
行
部
の
命
令
に
服
し
て
い
る
﹂(328)
。

次
に
、
法
定
意
見
は
、
政
府
と
私
人
と
の
間
に
、
代
理
関
係
︵agency relationship

︶
が
あ
る
こ
と
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
代

理
関
係
の
核
心
に
は
、
一
方
当
事
者
に
よ
る
他
方
当
事
者
の
支
配
︵control

︶
が
存
在
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
契
約
関
係
は
独
立
し

た
契
約
当
事
者
︵an independent contractor

︶
間
に
成
立
す
る
。
被
告
省
長
官
等
は
、
契
約
の
相
手
方
で
あ
るR

EB
H

A
s

に
対
す

る
命
令
権
を
有
す
る
主
人
︵principal

︶
で
あ
り
、﹁
明
ら
か
に
、R

EB
H

A
s

を
強
力
に
支
配
し
て
い
る
。
…
…
ま
た
、
仮
に
、

R
EB

H
A

s

が
独
立
し
た
契
約
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
州
は
、
州
の
特
定
の
義
務
に
つ
い
て
は
、R

EB
H

A
s

に
対
し
て
委
任
す
る
こ
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と
は
で
き
な
い
。
…
…
州
が
、
そ
の
義
務
を
契
約
に
よ
っ
て
私
人
に
手
渡
し
︵aw

ay

︶、
結
果
と
し
て
連
邦
の
責
任
放
棄
に
至
る
こ

と
を
、
連
邦
議
会
が
許
容
し
て
い
る
と
︵
裁
判
所
が
︶
推
測
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
不
合
理
で
あ
る
。
法
︵the law

︶
は
、
単
一

の
州
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
代
理
人
︵M

edicaid agency

︶
が
、
医
学
上
必
要
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
、
州
内
で
統
一
的
に
誠
実
に
、

こ
れ
を
遵
守
す
る
た
め
の
審
査
手
続
を
監
視
し
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
要
求
し
て
い
る
﹂(329)
。

続
い
て
、
法
廷
意
見
は
、R

EB
H

A
s

の
決
定
手
続
が
公
正
で
あ
っ
た
否
か
︱
︱
﹁
医
学
上
必
要
﹂
を
判
断
す
る
審
査
基
準
、
合
理

的
な
告
知
、
公
正
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
︱
︱
を
審
査
す
る
必
要
は
な
い
と
判
示
し
た
。﹁R

EB
H

A
s

が
定
め
た
九
〇
日
以
上
の
入
所
を
認

め
な
い
と
い
う
方
針
は
、REB

H
A

s

が
そ
の
契
約
上
の
義
務
を
ど
の
よ
う
に
果
た
す
か
に
関
す
る
裁
量
上
の
決
定
に
す
ぎ
ず
、メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
受
給
資
格
の
付
与
に
影
響
を
与
え
る
方
針
︵policy

︶
で
は
な
い
。﹂(330)

か
ら
で
あ
る
。

︵
三
︶
判
決
の
評
価

本
件
に
お
け
る
医
療
職
集
団C

O
D

A
M

A
と
州
保
健
省
長
官
と
は
、
州
法
に
基
づ
い
て
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
事
務
の
委
託
契
約
を
締

結
し
て
い
る
。
こ
の
契
約
に
基
づ
い
て
、C

O
D

A
M

A
は
、R

EB
H

A
s

の
一
つ
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
組
織
の
レ
ベ

ル
に
お
い
て
は
、
医
療
職
集
団
は
、
委
託
契
約
を
介
し
て
行
政
機
関
と
接
合
し
て
い
る
。R

EB
H

A

と
し
て
のC

O
D

A
M

A

は
、
医

療
費
給
付
に
関
す
る
法
定
要
件
で
あ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
に
関
す
る
要
件
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
行
政
機
関
は
、
医
療
費
給

付
権
の
み
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
と
る
こ
と
で
、
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
は
、
こ
の
要
件
の
定
立
・
審
査
の

レ
ベ
ル
に
お
い
て
接
合
し
て
い
る
。

こ
の
接
合
に
つ
い
て
、R

EB
H

A

の
決
定
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
主
張
す
る
原
告
患
者
ら
は
、R

EB
H

A

に

よ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
ま
た
は
﹁
利
用
状
況
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
﹂
と
い
う
要
件
審
査
の
結
果
と
し
て
の
退
所
決
定
が
、直
ち
に
、
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行
政
に
よ
る
給
付
打
切
り
と
い
う
法
効
果
を
も
た
ら
す
単
独
型
接
合
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
法
廷
意
見
も
、
①
州
は
、
州
の
義
務
を

全
て
、R

EB
H

A
s

に
委
任
し
て
お
り
、R

EB
H

A
s

が
州
の
義
務
を
独
占
的
に
履
行
し
て
お
り
、
契
約
の
中
に
は
州
法
等
の
遵
守
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
②
省
長
官
とR

EB
H

A
s

と
が
主
人
・
代
理
人
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、R

EB
H

A
s

の
決

定
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
認
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
接
合
は
、
本
稿
の
分
類
が
い
う
と
こ
ろ
の
単
独
型
接
合
に

当
た
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
単
独
型
接
合
を
介
し
て
、
各
地
のR

EB
H

A
s

が
行
う
退
所
等
の
諸
決
定
は
、
一
律
に
、
省
長

官
に
よ
る
給
付
打
ち
切
り
を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
省
長
官
に
よ
る
給
付
打
ち
切
り
が
一
律
の
措
置
で
あ
る
の
に
対
し
、R

EB
H

A
s

が
定
立
し
た
審
査
基
準
は
、
法
廷
意
見

に
よ
っ
て
、
裁
量
基
準
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、﹁
医
学
上
必
要
﹂
の
審
査
基
準
は
、
州
域
を
六
分
割
し
て
設
け
ら
れ
た

R
EB

H
A

s

毎
に
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
基
準
と
そ
れ
に
基
づ
く
退
所
決
定
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
、
そ

の
種
差
を
容
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
法
廷
意
見
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
要
件
審
査
手
続
に
つ
い
て
も
、R

EB
H

A
s

毎
に

設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
に
も
な
り
う
る
し
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
に
は
、
行
政
機
関
と
同
様
の
適
正
手
続
が
共
通

に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

当
該
医
療
扶
助
制
度
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
存
在
す
る
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
は
、
組
織
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
委
託

契
約
を
介
し
て
、
接
合
し
、
そ
し
て
、
制
定
法
と
専
門
職
自
主
法
と
は
要
件
の
定
立
・
審
査
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
接
合
す
る
。
そ
し

て
、
本
判
決
は
、
医
療
職
集
団
を
行
政
機
関
の
代
理
人
で
あ
る
と
み
な
し
、
議
会
・
政
府
権
限
の
委
任
を
そ
こ
に
認
め
、
し
た
が
っ

て
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
本
件
医
療
扶
助
制
度
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と

の
接
合
は
、
制
定
法
が
中
心
と
な
っ
て
規
律
す
る
よ
う
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
本
判
決
が
、
医
療
職
集
団
の
行
為
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
認
め
、
議
会
・
政
府
権
限
の
私
人
へ
の
委
任
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に
当
た
る
と
判
断
し
た
結
果
、
医
療
職
集
団
お
よ
び
専
門
職
自
主
法
は
、
行
政
機
関
お
よ
び
制
定
法
令
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
か
つ
、

行
政
機
関
お
よ
び
制
定
法
令
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
医
療
扶
助
と
い
う
法
的

仕
組
み
に
お
け
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合
は
、
行
政
機
関
お
よ
び
制
定
法
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
こ
に
専
門
職
自
主
法

が
内
部
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
　
接
合
の
司
法
審
査
に
お
け
る
裁
判
所
の
視
点

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
州
・
連
邦
の
制
定
法
令
と
の
接
合
は
、
制
定
法
令
が
、
医
療
職
集
団
を
組
織
の
レ
ベ
ル
で
位
置

づ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
組
織
の
レ
ベ
ル
で
の
接
合
に
は
、
①
制
定
法
令
に
基
づ
く
医
療
職
集
団
の
指
定
︵
指
定

型
接
合
︶、
②
医
療
職
集
団
の
制
定
法
令
に
基
づ
く
設
置
︵
法
定
設
置
型
接
合
︶、
③
行
政
機
関
と
医
療
職
集
団
の
制
定
法
令
に
基
づ

く
委
託
契
約
︵
委
託
契
約
型
接
合
︶
の
三
つ
の
型
の
接
合
が
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
接
合
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
医
療
職
集
団
は
、

少
な
く
と
も
共
通
し
て
、
法
定
要
件
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
法
定
要
件
審
査
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
当
該
要
件
審
査
に
お
け
る
医
療

職
集
団
の
決
定
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
決
定
を
受
け
た
﹁
行
政
の
決
定
﹂
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
指
定
型
接
合
の
場
合
は
、
こ
れ

に
加
え
て
、
指
定
医
療
職
集
団
の
決
定
自
体
が
法
定
要
件
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
医
療
職
集
団
の
決
定
が
、﹁﹃
行
政
﹄

の
決
定
﹂
に
代
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
司
法
審
査
に
お
い
て
は
、
三
つ
の
型
の
接
合
の
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、
委
任
禁
止
法
理
該
当
性
、
お

よ
び
／
ま
た
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
を
審
査
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る(331)

。
す
な
わ
ち
、
議
会
・
政
府
の
権
限
の
所
在

や
政
府
の
行
為
と
の
同
質
性
に
着
目
し
て
、
医
療
職
集
団
お
よ
び
そ
の
決
定
が
、
国
家
か
ら
み
て
ど
こ
ま
で
同
じ
か
と
い
う
国
家
中

心
的
な
視
点
に
た
っ
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
次
に
、
医
療
職
集
団
の
決
定
に
お
け
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る
手
続
の
適
正
さ
が
審
査
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
議
会
・
政
府
権
限
が
ど
こ
に
所
属
す
る
か
︱
︱
所
属
先
は
、
国
家
機
関
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
私
人
も
含
む

︱
︱
を
問
う
委
任
禁
止
法
理(332)

、
そ
し
て
、
私
人
の
活
動
が
国
家
の
活
動
と
同
視
で
き
る
か
を
問
う
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
を
、

裁
判
所
は
用
い
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
職
集
団
の
決
定
手
続
の
適
正
さ
を
審
査
す
る
前
段
階

に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、﹁
医
療
職
集
団
を
行
政
機
関
と
位
置
付
け
、
専
門
職
自
主
法
を
行
政
立
法
︵
＝
行
政
法
︶
と
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
公
法
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
︱
︱
憲
法
お
よ
び
制
定
法
︵
情
報
公
開
法
、
行
政
手
続
法
、
公
務
員
の

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
法
等
︶
︱
︱
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
か
﹂
を
問
う
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
第
一
に
、
医
療
職
集
団
に
議
会
・
政
府
権
限
が
委
任
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
委
任
が
合
憲
で
あ
る
場
合
、
お
よ
び

／
ま
た
は
、
医
療
職
集
団
の
決
定
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
医
療
職
集
団
の
決
定
は
、
公
法
︱
︱
憲
法

お
よ
び
制
定
法
︵
情
報
公
開
法
、
行
政
手
続
法
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
法
等
︶
︱
︱
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
職
集
団
は
行
政
機
関
の
、
そ
し
て
、
専
門
職
自
主
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
決
定
は
、
憲
法
お

よ
び
制
定
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
﹁
行
政
の
決
定
﹂
の
中
に
浸
透
し
、
そ
の
中
に
内
面
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
に
、
医
療
職
集
団
に
よ
る
決
定
が
、
議
会
・
政
府
権
限
の
委
任
に
当
た
ら
ず
、
か
つ
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
も
該
当

し
な
い
場
合
に
は
、
制
定
法
令
が
定
め
た
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
の
接
合
は
、
司
法
審
査
に
お
い
て
違
憲
違
法
と
は
判
断
さ

れ
ず
、
憲
法
・
制
定
法
令
上
、
そ
の
ま
ま
容
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
接
合
の
あ
り
方
に
は
、
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
論
理
的
に
考
え
る
な
ら
ば
三
つ
の
発
展
の
方
向
性
が
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
医
療
提
供
の
法
的
規
律
に
お
い
て
、
専
門

職
自
主
法
と
制
定
法
令
と
は
独
立
し
て
存
在
し
、
か
つ
、
接
合
し
つ
つ
、
①
制
定
法
令
に
よ
る
規
律
が
中
心
と
な
っ
て
発
展
す
る
方

向(333)

、
②
制
定
法
令
で
は
な
く
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
規
律
が
中
心
と
な
っ
て
発
展
す
る
方
向
、
ま
た
は
、
③
い
ず
れ
も
中
心
と
は
な
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ら
な
い
ま
ま
発
展
す
る
︱
︱
両
者
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
理
解
す
る
︱
︱
方
向
で
あ
る
。

医
療
職
集
団
に
よ
る
決
定
に
対
し
、
手
続
お
よ
び
実
体
の
両
面
か
ら
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
場
合
、
必
ず
し
も
、

①
の
発
展
方
向
を
追
求
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
、
議
会
・
政
府
の
権
限
の
所
在
や
政
府
の
行
為
と
の
同
質
性
と
い
う
視
点
に

た
っ
て
、
医
療
職
集
団
お
よ
び
そ
の
決
定
が
、
国
家
か
ら
み
て
ど
こ
ま
で
同
じ
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
捉
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。

裁
判
所
は
、
医
療
職
集
団
お
よ
び
そ
の
決
定
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
公
正
さ
か
ら
、
手
続
的
か
つ
実
体
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
つ
の
型
の
接
合
を
審
査
す
る
判
例
が
直
接
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
医
療

職
集
団
お
よ
び
そ
の
決
定
に
つ
い
て
、
国
家
法
︵
制
定
法
令
お
よ
び
裁
判
判
決
︶
に
よ
る
規
律
で
は
な
く
、
単
独
の
医
療
職
集
団
の

内
部
、
あ
る
い
は
、
複
数
の
医
療
職
集
団
間
に
お
い
て
、
そ
の
専
門
職
自
主
法
を
用
い
て
、
手
続
的
か
つ
実
体
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る(334)

。

注
（255）　

本
稿
で
い
う
接
合
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
性
を
有
す
る
要
素
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
︵
制
定
法
令

お
よ
び
裁
判
判
決
︶
と
が
、﹁
対
立
的
で
あ
る
と
同
時
に
相
互
補
完
的
で
あ
り
、
一
方
は
他
方
を
必
要
と
す
る
﹂
あ
り
方
︵
関
係
性
︶
を
指
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
構
成
要
素
は
、﹁
対
立
︵
が
︶
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
両
極
は
あ
た
か
︿
一
な
る
も
の
﹀
の
分
割
を
表
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、

そ
れ
ら
自
身
が
至
高
の
統
一
を
構
成
す
る
か
の
よ
う
に
、
対
に
な
っ
て
交
互
に
機
能
︵
作
用
︶
す
る
﹂。
Ｇ
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
Ｆ
・
ガ
タ
リ
︵
宇
野
邦
一

他
訳
︶﹃
千
の
プ
ラ
ト
ー
﹄︵
一
九
九
四
年
、
河
出
書
房
新
社
︶
四
〇
七
頁
。

（256）　

制
定
法
が
、
行
政
機
関
だ
け
を
設
置
し
、
制
定
法
令
の
中
で
医
療
職
集
団
を
位
置
づ
け
る
こ
と
の
な
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、
た
と
え
ば
、
独
立
行
政
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
州
医
師
免
許
委
員
会
の
委
員
が
、
同
一
の
医
療
職
集
団
に
属
す
る
者
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
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あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
州
で
、
免
許
委
員
会
︵licensure boards

︶
は
、
主
と
し
て
、
規
制
さ
れ
る
側
の
医
療
職
、
特
に
、
特
定
の
医
療
職
集
団
に
所
属
す

る
構
成
員
の
中
か
ら
知
事
が
指
名
し
た
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
行
政
委
員
会
の
委
員
指
名
に
お
け
る
知
事
の
運
用
が
問
題
と
な
る
。

Eleanor K
inney, Adm

inistrative Law
 Issues in Professional Regulation, in T

IM
O

TH
Y S. J O

ST ed., R
EG

U
LATIO

N O
F T

H
E H

EA
LTH

C
A

R
E P

R
O

FESSIO
N

S 106 

︵1997

︶; the O
ffice of Inspector G

eneral, Federal Initiatives to Im
prove State M

edical Boards’ Perform
ance 

︵1993

︶, http://oig.hhs.gov/oei/

reports/oei-01-93-00020.pdf 10 

︵last visited Jun. 21, 2013

︶.

ま
た
、﹁
ほ
と
ん
ど
の
州
で
、
免
許
委
員
会
は
懲
戒
委
員
会
を
兼
ね
て
い
る
﹂。
石
田
道

彦
﹁
医
療
の
質
の
評
価
と
ア
メ
リ
カ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
﹂
海
外
社
会
保
障
研
究
一
二
九
巻
︵
一
九
九
九
年
︶
三
六
︲
三
七
頁
。K

inney, supra, at 106-

07. 

こ
の
よ
う
に
、
規
制
者
と
被
規
制
者
が
同
じ
専
門
職
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
提
供
に
関
す
る
免
許
制
度
に
つ
い
て
、﹁
自
主
規
制
﹂
に
あ
た
る
も

の
と
捉
え
る
見
解
は
多
い
。Eg., D

avid O
rentlicher, The Role of Professional Self-Regulation, in T

IM
O

TH
Y S. J O

ST ed., R
EG

U
LATIO

N O
F T

H
E H

EA
LTH

C
A

R
E 

P
R

O
FESSIO

N
S 129 ︵1997

︶; B
A

R
RY R

. F
U

R
R

O
W ET A

L., H
EA

LTH L
AW 59 ︵2000

︶. 

こ
の
よ
う
な
見
解
を
う
け
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
州
の
中
に
は
、
公
衆

の
代
表
で
あ
る
非
専
門
家
を
医
師
免
許
委
員
会
の
委
員
に
加
え
た
り
、
医
師
免
許
委
員
会
を
独
立
行
政
委
員
会
か
ら
州
の
省
庁
に
属
し
そ
の
監
督
を
受

け
る
行
政
機
関
に
再
編
す
る
、
と
い
っ
た
改
革
に
よ
っ
て
、
自
主
規
制
の
弊
害
を
除
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。K

inney, supra, at 106.

　
　

こ
う
し
た
委
員
会
の
構
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
判
断
し
た
裁
判
例
を
み
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
テ
キ
サ
ス
州
検
眼
士
免
許
委
員
会
の
委
員
構
成
に
つ

い
て
、
委
員
全
六
名
の
う
ち
四
名
が
、
テ
キ
サ
ス
検
眼
士
会
︵the Texas O

ptom
etric A

ssociation: TO
A

︶
に
所
属
す
る
検
眼
士
で
あ
る
こ
と
を
定
め

た
テ
キ
サ
ス
州
検
眼
士
免
許
法
の
規
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
専
門
性
等
を
理
由
と
し
て
合
憲
で
あ
る
と
認
め
た
判
決
と
し
て
、Freidm

an v. R
ogers, 440 

U
.S. 1, 17-19 

︵1978

︶. 

が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ラ
マ
バ
州
検
眼
士
免
許
委
員
会
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
、
委
員
会
の
全
委
員
が
ア
ラ
バ
マ
検
眼
士
会
︵the 

A
labam

a O
ptom

etric A
ssociation: A

O
A

︶
に
所
属
す
る
検
眼
士
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
免
許
取
消
手
続
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
、
こ
の
委
員
ら
が
金
銭
的
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
違
反
し
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
と
し
て
、G

ibson 

v. B
erryhill, 411 U

.S. 564, 578-59 ︵1973

︶. 

が
あ
る
。



336法政論集　251号（2013）

論　　説

（257）　

制
定
法
令
の
根
拠
が
な
く
と
も
、
行
政
機
関
が
医
療
職
集
団
と
事
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（258）　

本
稿
第
二
章
第
一
節
二
参
照
。

（259）　

以
下
で
は
、
行
政
機
関
で
は
な
く
医
療
職
集
団
が
行
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
﹁
行
政
の
決
定
﹂
を
、﹁﹃
行
政
﹄
の
決
定
﹂
と
い
う
。

（260）　

本
稿
第
二
章
第
一
節
三
参
照
。

（261）　

the Joint Com
m

ission on A
ccreditation of H

ospitals: JCA
H

は
、
一
九
八
七
年
にthe Joint Com

m
ission on A

ccreditation on H
ealth O

rganization: 

JC
A

H
O

と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
に
はthe Joint C

om
m

ission: TJC

と
改
称
さ
れ
た
。http://w

w
w

.jointcom
m

ission.org/  

︵last visited 

Jun. 21, 2013

︶.

こ
のthe Joint C

om
m

ission 

は
、
中
立
性
の
高
い
第
三
者
に
よ
る
同
僚
評
価
、
ま
た
厳
密
な
基
準
適
合
性
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
、

private self-regulation

の
具
体
例
と
し
て
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。Eg., Thim

othy S. Jost, M
edicare and the Joint C

om
m

ission on Accreditation of 

H
ealthcare O

rganizations: A H
ealthy Relationship?, 57 L

AW &
 C

O
N

TEM
P. P

R
O

B
S. 15-45 

︵1994

︶; Jam
es S. R

oberts et al, A H
istory of Joint 

C
om

m
ission on Accreditation of H

ospitals, 258 JA
M

A
 936-52 ︵1987

︶.

　
　

the Joint C
om

m
ission

に
よ
る
医
療
施
設
の
認
定
︵accreditation

︶
は
、
一
九
一
七
年
に
ア
メ
リ
カ
外
科
医
師
会
︵A

C
S

︶
が
行
っ
た
病
院
の
認
定

活
動
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
外
科
医
師
会
は
、同
年
にthe M

inim
um

 Standard for H
ospitals

と
称
す
る
病
院
認
定
基
準
を
定
立
し
て
お
り
、

そ
れ
は
わ
ず
か
一
頁
五
項
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
同
外
科
医
師
会
︵A

C
S

︶
は
、
初
め
て
の
基
準
適
合
性
審
査
を
行
い
、
認
定
結
果
を
公
表
し

て
い
る
。
当
該
基
準
に
適
合
し
た
病
院
は
、
六
九
二
の
う
ち
八
九
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
二
六
年
に
は
、
こ
の
基
準
は
一
八
頁
に
及
ぶ
も
の
と
な
り
、

一
九
五
〇
年
に
は
三
二
〇
〇
件
の
病
院
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
外
科
医
師
会
は
、
ア
メ
リ
カ
内
科
医
師
会
︵The 

A
m

erican C
ollege of Physicians

：A
C

P

︶、
ア
メ
リ
カ
病
院
協
会
︵the A

m
erican H

ospital A
ssociation: A

H
A

︶、
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵the A

m
erican 

M
edical A

ssociation: A
M

A

︶、
カ
ナ
ダ
医
師
会
︵the C

anadian M
edical A

ssociation: C
M

A

︶
を
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
、the Joint C

om
m

ission 

on A
ccreditation of H

ospitals ︵JC
A

H

︶
を
組
織
し
た
。
こ
のJC

A
H

は
、
独
立
の
非
営
利
法
人
で
あ
る
。
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現
在
で
は
、
こ
のthe Joint C

om
m

ission

は
、
合
衆
国
内
で
二
〇
〇
〇
〇
件
以
上
の
医
療
施
設
を
認
定
し
て
い
る
。http://w

w
w

.jointcom
m

ission.

org/about_us/history.aspx ︵last visited Jun. 21, 2013

︶. 

さ
ら
に
、
こ
のthe Joint C
om

m
ission

は
、
現
在
日
本
を
含
む
九
〇
以
上
の
国
・
地
域
に
お

い
て
も
医
療
施
設
の
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
世
界
保
健
機
構
︵the W

orld H
ealth O

rganization: W
H

O

︶
等
の
国
際
機
関
と
協
働
し
て
医
療
の

質
の
向
上
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。http://w

w
w

.jointcom
m

issioninternational.org/A
bout-JC

I/ ︵last visited Jun. 21, 2013

︶. 

　
　

JC
A

H
O

に
よ
る
評
価
認
定
の
シ
ス
テ
ム
・
機
能
・
特
質
、
そ
し
て
、JC

A
H

O

に
よ
る
評
価
認
定
が
法
制
度
の
中
で
医
療
の
質
確
保
に
及
ぼ
す
意
味
を

述
べ
る
も
の
と
し
て
、
石
田
道
彦
﹁
第
三
者
評
価
に
よ
る
医
療
の
質
の
確
保
︱
︱
ア
メ
リ
カ
の
医
療
機
関
合
同
認
定
委
員
会
︵JC

A
H

O

︶
の
活
動
を
素

材
に
﹂
佐
賀
大
学
経
済
論
集
三
〇
巻
六
号
︵
一
九
九
八
年
︶
七
九
頁
以
下
。JC

A
H

O

に
よ
る
評
価
認
定
に
つ
い
て
、
そ
の
﹁
不
動
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
﹂

の
視
点
か
ら
、JC

A
H

O

︵
山
内
豊
明
訳
︶﹃
医
療
に
お
け
る
質
改
善
入
門
﹄︵
医
学
書
院
、
一
九
九
九
年
︶、
そ
の
評
価
認
定
の
﹁
患
者
安
全
・
医
療
安
全
﹂

の
視
点
か
ら
、JC

A
H

O

︵
相
馬
孝
博
監
訳
︶﹃
患
者
安
全
の
シ
ス
テ
ム
を
創
る　

米
国JC

A
H

O

推
奨
の
ノ
ウ
ハ
ウ
﹄︵
医
学
書
院
、
二
〇
〇
六
年
︶
を

参
照
。

（262）　

た
と
え
ば
、
ア
ラ
バ
マ
州
、
ア
ー
カ
ン
サ
ス
州
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
等
で
あ
る
。

（263）　

た
と
え
ば
、
コ
ロ
ラ
ド
州
が
あ
る
。

（264）　

http://w
w

w
.jointcom

m
ission.org/state_recognition/state_recognition.aspx  ︵last visited Jun. 21, 2013

︶. 

な
お
、the Joint C

om
m

ission

以
外
に

も
、
た
と
え
ば
、the A

m
erican O

steopathic A
ssociation: A

O
A

︵
前
掲
注
⒀
参
照
。︶
も
制
定
法
令
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
州
に
よ
る

医
療
施
設
の
監
査
を
、the Joint C

om
m

ission

の
認
定
が
あ
れ
ば
免
除
す
る
規
定
を
置
く
州
と
し
て
、
ア
ラ
ス
カ
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
等
が
あ
る
。 

（265）　

42 U
.S.C

. 

§ 1395 et seq.  

（266）　

Id. 

§ 1396 et seq.

（267）　

メ
デ
ィ
ケ
ア
と
は
、
高
齢
者
ま
た
は
一
定
の
障
害
者
を
対
象
と
し
た
連
邦
政
府
が
運
営
す
る
医
療
保
険
で
あ
る
。
医
療
施
設
ま
た
は
医
師
が
、
被
保
険
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者
で
あ
る
患
者
に
医
療
を
提
供
し
メ
デ
ィ
ケ
ア
か
ら
医
療
費
の
保
険
給
付
を
得
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
に
参
加
︵participation

︶
す
る

医
療
施
設
ま
た
は
医
師
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
医
療
施
設
ま
た
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
医
師
の
地
位
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︵
医
療
施
設
や
医
師

が
メ
デ
ィ
ケ
ア
に
参
加
す
る
か
否
か
は
任
意
で
あ
る
︶。
ま
た
、メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
医
療
施
設
、メ
デ
ィ
ケ
ア
指
定
医
師
ま
た
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
加
入
患
者
が
、

個
別
の
診
療
行
為
に
つ
い
て
、
医
療
費
の
保
険
給
付
を
受
け
る
た
め
に
も
、
連
邦
の
規
則
が
定
め
る
保
険
診
療
の
基
準
で
あ
る
﹁
医
学
上
必
要
﹂
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
デ
ィ
ケ
ア
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
文
献
を
参
照
。
江
間
時
彦
﹁
米
国
の
老
齢
者
健
康
保
険
﹂

季
刊
社
会
保
障
研
究
三
巻
三
号
︵
一
九
六
七
年
︶
五
一
頁
以
下
、
社
会
保
障
研
究
所
編
﹃
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
︶

二
〇
九
︲
二
六
二
頁
、
広
井
良
典
﹃
ア
メ
リ
カ
の
医
療
政
策
と
日
本
﹄︵
勁
草
書
房
、
一
九
九
二
年
︶
三
一
︲
七
七
、八
六
︲
九
四
頁
、
菊
池
馨
実
﹃
年

金
保
険
の
基
本
構
造　

ア
メ
リ
カ
社
会
保
障
制
度
の
展
開
と
自
由
の
理
念
﹄︵
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
︶
二
四
七
頁
以
下
。

（268）　

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
は
、
連
邦
議
会
が
創
設
し
た
低
所
得
者
を
対
象
と
す
る
医
療
扶
助
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
整
備
・
実
施
は
州
に
任
さ

れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
に
お
い
て
連
邦
政
府
は
、
州
政
府
が
行
っ
た
医
療
扶
助
に
対
し
、
そ
の
医
療
費
を
助
成
す
る
。

　
　

連
邦
議
会
は
、
合
衆
国
憲
法
上
、
医
療
扶
助
の
実
施
権
限
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
州
議
会
は
、police pow

er

を
根
拠
と
し
て
、
医
療
扶

助
の
実
施
権
限
を
有
し
て
い
る
。
州
議
会
が
、
医
療
扶
助
制
度
を
整
備
し
、
か
つ
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
に
参
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
か
ら
の
医
療

費
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
州
議
会
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
法
お
よ
び
連
邦
規
則
の
要
求
を
満
た
し
た
医
療
扶
助
制
度
を
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（269）　

H
EW

省
は
、
こ
の
医
療
費
の
財
政
管
理
を
、
省
内
の
社
会
保
障
総
局
︵Social Security A

dm
inistration: SSA

. SSA

は
、
一
九
七
七
年
に
保
険
医
療

資
金
総
局
︵H

ealth C
are Financing A

dm
inistration. 

以
下
﹁H

C
FA

﹂
と
い
う
。︶
に
、H

C
FA

は
、
二
〇
〇
一
年
にthe C

enter for M
edicare and 

M
edicaid service

に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
現
在
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
以
下
、﹁C

M
S

﹂
と
い
う
。︶
の
所
管
と
し
た
。http://w

w
w

.cm
s.gov/A

bout-

C
M

S/A
gency-Inform

ation/H
istory/ 

︵last visited Jun. 21, 2013

︶. 

連
邦
政
府
の
財
政
管
理
権
は
、
合
衆
国
憲
法
が
定
め
る
連
邦
議
会
の
財
政
権
限
を
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根
拠
と
す
る
。U

.S.C
O

N
ST. art. I, 

§8, cl. 1. 
（270）　

42 U
.S.C

. 

§1395bb 

︵1965

︶. 

ま
た
、42 U

.S.C
. 

§ 1302

お
よ
び

§ 1395hh

を
授
権
法
と
す
る
連
邦
の
規
則
は
、
同
じ
く
﹁JC

A
H

に
よ
り
認
定

さ
れ
た
全
て
の
施
設
は
本
法
の
定
め
る
﹃
メ
デ
ィ
ケ
ア
参
加
医
療
施
設
の
条
件
﹄
を
満
た
す
も
の
と
み
な
さ
れ
る
﹂
と
規
定
す
る
。42 C

.F.R
. 

§ 488.5. 

　
　

メ
デ
ィ
ケ
ア
の
制
度
化
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵A

M
A

︶
等
の
強
い
反
対
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
議
会
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
制
定

時
に
、医
療
の
提
供
方
法
、医
療
機
関
の
業
務
お
よ
び
管
理
に
対
す
る
連
邦
職
員
の
介
入
の
禁
止︵
不
介
入
原
則
︶を
定
め
た
。42 U

.S.C
. 

§ 1395 ︵1965

︶. 

こ
の
不
介
入
原
則
の
存
在
が
、﹁
み
な
し
指
定
﹂
の
仕
組
み
を
創
設
し
た
一
因
で
あ
る
。
広
井
・
前
掲
注
（267）
四
六
︲
四
七
頁
。Jost, supra note 261, at 

23-25; R
oberts et al, supra note 261, 938-39. 

　
　

こ
の
不
介
入
原
則
は
、﹁
み
な
し
指
定
﹂
の
他
に
も
、H

EW

省
の
権
限
が
最
小
限
度
で
あ
る
こ
と
を
導
い
た
。
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
制
定
当
時
、
メ
デ
ィ

ケ
ア
指
定
医
療
施
設
に
つ
い
て
、HEW
省
は
、JC

A
H

の
認
定
に
加
え
て
他
の
要
件
を
追
加
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
︵42 U

.S.C
. 

§ 1861

︵e

︶︵8

︶ 

︵1965

︶.

︶、
ま
た
、H

EW

省
は
、JC

A
H
の
監
督
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、JC

A
H

の
認
定
記
録
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
七
二
年
の
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
改
正
に
よ
り
、
指
定
医
療
施
設
の
認
定
に
つ
い
て
、H

EW

省
は
、
そ
の
認
定
基
準
をJC

A
H

の
認
定
基
準
よ
り
も
厳
格

に
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︵codified at 42 U

.S.C
. 

§ 1395bb

︵a

︶︵4

︶ ︵1988

︶.

︶、
指
定
取
消
権
が
授
権
さ
れ
︵Id. 

§ 1395bb

︵b

︶.

︶、JC
A

H

の
認
定

記
録
に
対
す
るH

EW

省
の
調
査
権
が
付
与
さ
れ
た
︵Id. 

§ 1395bb

︵a

︶.

︶。
不
介
入
原
則
は
、
二
〇
一
三
年
現
在
も
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
に
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、一
九
七
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
改
正
に
基
づ
くH

H
S

省
の
監
督
権
限
の
強
化
に
よ
っ
て
、こ
の
原
則
は
今
や
形
骸
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

Jost, supra note 261, at 18-22; R
oberts et al, supra note 261, 938-39.

（271）　

本
稿
第
二
章
第
二
節
二
を
参
照
。

（272）　
﹁
医
師
免
許
付
与
要
件
は
各
州
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
医
科
大
学
院
︵m

edical school
︶
の
修
了
、
卒
後
研
修
の
実
績
、
医
師
資
格
試
験
の
成
績
、
人

格
面
で
の
健
全
さ
な
ど
で
あ
る
﹂。 

石
田
道
彦
﹁
医
療
の
質
の
評
価
と
ア
メ
リ
カ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
﹂
海
外
社
会
保
障
研
究
一
二
九
巻
︵
一
九
九
九
年
︶
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三
六
頁
。

（273）　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
医
師
は
医
学
︵
い
わ
ゆ
る
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
西
洋
医
学
︶
を
修
め
た
医
師
と
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
医
学
を
修
め
た

医
師
の
二
種
類
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
医
学
教
育
は
、
両
者
と
も
、
大
学
で
の
四
年
間
の
学
部
教
育
の
学
位
取
得
者
に
対
し
て
、
四
年
間
の
大

学
院
教
育
と
し
て
医
科
大
学
院
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（274）　

42 U
.S.C

. 

§ 1396
︵b

︶︵2

︶︵B

︶︵1965

︶. 

（275）　

Id. 

§ 1302 ︵1965
︶. 
現
在
は
、D

H
H

S

長
官
に
規
則
制
定
権
を
授
権
し
て
い
る
。Id. 

§ 1302 ︵2013

︶.

（276）　

42 U
.S.C

 

§
§ 1396

︵a
︶︵13
︶︵b

︶, 1396d

︵a

︶︵4

︶︵A

︶ ︵1976ed. and Supp. IV

︶; 42 C
.F.R

. 

§ 456.250 ︵1985

︶.

（277）　

42 U
.S.C

. 

§ 1396; 42 C
.F.R

. 

§ 488.5.

（278）　

連
邦
法
は
、
医
療
施
設
内
に
お
け
る
委
員
会
︵U

R
C

︶
の
設
置
を
求
め
て
い
な
い
が
、
連
邦
規
則
が
そ
の
設
置
を
求
め
て
い
る
。42 C

.F.R
. 

§
§ 

456.305, 456.406 ︵1981

︶. 

委
員
会
︵U
R

C
︶
は
、
医
療
扶
助
を
求
め
る
患
者
と
直
接
利
害
関
係
を
も
た
な
い
医
師
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。Id. 

§
§ 456.306 ︵1981

︶.

（279）　

Id. 

§
§ 456.337

︵c

︶, 456.437

︵d

︶ ︵1981

︶.

（280）　

Id. 

§
§ 456.336

︵f

︶, ︵h

︶, 456.436

︵f

︶, ︵i

︶ ︵1981

︶.

（281）　

Id. 

§
§ 456.337

︵c

︶, 456.437

︵d

︶ ︵1981

︶; 10 N
.Y. C

O
M

P. C
O

D
E R. &

 R
EG. 

§
§ 416.9

︵f

︶︵2

︶,

︵3

︶, 421.13

︵f

︶︵2

︶,

︵3

︶ ︵1980

︶.

　
　

42 C
.F.R

. 

§
§ 456.336

︵f

︶, ︵h

︶, ︵i

︶ ︵1981

︶; 10 N
.Y. C

O
M

P. C
O

D
E R

. &
 R

EG
. 

§
§ 731.11, 741.14 ︵1980

︶.

（282）　

た
と
え
ば
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
は
、
連
邦
法
が
法
定
設
置
を
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
設
け
な
い
で
、
委
託
契
約
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

（283）　

42 U
.S.C

. 

§ 1396

︵b

︶ ︵1965

︶.
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（284）　
Id. 

§ 1302 ︵1965

︶.
（285）　

42 C
.F.R

. 

§ 440.230

︵b

︶ ︵1981

︶.
（286）　

Id. 

§ 447.20.

（287）　

Id. 

§ 440.230
︵d

︶.

（288）　

42 U
.S.C

. 

§ 1396
︵a

︶︵3

︶; 42 C
.F.R

. 

§
§ 431.200-431.250 ︵1981

︶.

（289）　

A
R

IZ. R
EV. S

TAT. 

§ 36-2907.01 ︵1982

︶.

（290）　

http://w
w

w
.azahcccs.gov/publicnotices/D

ow
nloads/JK

settlem
ent/JK

settlem
ent-FinalA

greem
ent.pdf ︵last visited Jun. 21, 2013

︶.

（291）　

こ
う
し
た
自
主
努
力
を
促
す
も
の
は
、
政
府
の
事
務
委
託
契
約
の
相
手
方
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
い
と
い
う
動
機
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
委
託
契
約
さ
れ

る
事
務
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
受
注
競
争
が
生
ず
る
た
め
、
そ
こ
に
は
あ
る
種
の
市
場
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。C

lark C
. H

avighurst, Forew
ord: The 

Place of Private Accrediting Am
ong the Instrum

ents of G
overnm

ent, 57 L
AW &

 C
O

N
TEM

P. P
R

O
B

S. 1, 10-14 ︵1994

︶.

（292）　

医
療
職
集
団
が
定
立
す
る
自
主
法
の
中
に
は
、
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
も
の
は
、
基
準
適
合
性
審
査
を
目
的
と
し
て
定
立
さ
れ

る
法
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
自
主
法
と
し
て
は
、
そ
の
集
団
内
部
の
管
理
を
目
的
と
し
て
定
立
さ
れ
る
法
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
法
は
検
討
の
対

象
と
は
な
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
扱
う
。　

（293）　

本
章
第
一
節
一
︵
一
︶
を
参
照
。E.g., Poe v. M

enghini, 339 F. Supp. 986 ︵K
an. 1972

︶; People v. B
arksdale, 503 P.2d 257 ︵C

al. 1972

︶.

（294）　

本
判
決
の
紹
介
と
し
て
、
佐
藤
幸
二
﹁R

oe v. W
ade, 410 U

.S. 113 ︵1973
︶, D

oe v. B
olton, 410 U

.S. 179 ︵1973

︶﹂
ア
メ
リ
カ
法
一
九
七
五
︵
一
︶

一
一
一
︲
一
二
一
頁
、
小
竹
聡
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
妊
娠
中
絶
判
決
の
形
成 

中
絶
法
の
廃
止
に
向
け
た
運
動
の
展
開
﹂
早
法
八
五
巻
三
号

︵
二
〇
一
〇
年
︶
四
〇
七
頁
。

（295）　

G
A. C

O
D

E A
N

N. 

§ 26-1201 ︵1968

︶.
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（296）　
G

A. C
O

D
E A

N
N. 

§ 26-1202

︵a

︶. 

本
項
は
、
実
体
的
要
件
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
当
な
免
許
を
も
つ
医
師
に
よ
る
﹁
医
学

上
最
善
で
あ
る
と
い
う
判
断
﹂︵
一
号
︶、
妊
婦
の
生
命
お
よ
び
健
康
上
の
危
機
ま
た
は
胎
児
の
深
刻
な
障
害
︵
二
号
︶、
犯
罪
に
よ
る
妊
娠
︵
三
号
︶
で

あ
る
。

（297）　

G
A. C

O
D

E A
N

N.

§26-1202

︵b

︶︵4

︶.

本
項
は
、
そ
の
他
の
手
続
的
要
件
と
し
て
、
他
の
二
名
の
医
師
が
独
自
に
患
者
を
診
察
し
た
う
え
で
の
堕
胎
の
同

意
︵
三
号
︶、
お
よ
び
、
堕
胎
を
実
施
す
る
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
堕
胎
委
員
会
に
よ
る
承
認
︵
五
号
︶
を
要
求
し
て
い
る
。

（298）　

D
oe v. B

olton, 410 U
.S. 179, 193 ︵1973

︶. 

（299）　

Id. at 193-94.

（300）　

Id. at 193-94. 

ま
た
、
本
判
決
と
同
日
に
同
裁
判
所
で
下
さ
れ
たR

oe v. W
ade, 410 U

.S. 113 ︵1973

︶
判
決
は
、
妊
娠
期
間
で
あ
る
九
か
月
を
初
期
、

中
期
、
後
期
の
三
期
に
分
類
し
た
う
え
で
、
初
期
に
つ
い
て
は
、
堕
胎
を
行
う
女
性
の
権
利
を
絶
対
的
権
利
と
し
て
承
認
し
、
中
期
に
つ
い
て
は
、
女

性
の
健
康
を
保
護
す
る
目
的
で
州
が
堕
胎
手
続
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
後
期
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
生
命
お
よ
び
健
康
に
危
険
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
州
は
堕
胎
を
規
制
ま
た
は
禁
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
を
参
照
し
、
本
件D

oe v. B
olton

判
決
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の

規
定
がR

oe v. W
ade

の
い
う
妊
娠
初
期
を
排
除
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
を
違
憲
無
効
と
し
た
。Id. at 194-95. 

（301）　

た
と
え
ば
、
無
免
許
に
関
す
る
刑
事
罰
の
適
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
専
門
職
自
主
法
と
制
定
法
︵
行
政
法
︶
と
の
接
合
は
な
い
。

　
　

な
お
、
本
判
決
は
、
専
門
職
自
主
法
の
存
在
自
体
を
承
認
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的
に
は
、
堕
胎
を
行
う
の
に
適
し
た
病
院

を
認
定
す
る
た
め
の
専
門
職
自
主
法
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
異
な
る
結
論
も
あ
り
得
る
。

（302）　

本
章
第
一
節
一
︵
二
︶
を
参
照
。

（303）　

C
ospito v. H

eckler, 742 F.2d 72, 81-82 ︵1984

︶.

（304）　

O
’B

annon v. Tow
n C

ourt N
ursing C

enter, 447 U
.S. 773, 789 ︵1980

︶.
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（305）　
C

ospito v. H
eckler, supra note 303, at 82.

（306）　
Id. at 87-89.

（307）　

Schechter Poulty C
orp. v. U

.S., 95 U
.S. 495, 535 ︵1935

︶.

（308）　

本
章
第
一
節
一
︵
三
︶
を
参
照
。

（309）　

M
D. C

O
D

E  A
N

N., H
EA

LTH O
C

C. 

§ 14-307 ︵1986

︶.

（310）　

Id, 

§ 14-307

︵b
︶; ︵d
︶︵1

︶︵i

︶, ︵2

︶︵i

︶; ︵d

︶︵1

︶︵ii

︶, ︵2

︶︵ii

︶; ︵e

︶.

（311）　

M
D. R

EG. C
O

D
E  

§ 10.32.01.04
︵A

︶︵6

︶ ︵1986

︶.

（312）　

the A
ccreditation C

ouncil on G
raduate M

edical Education: A
C

G
M

E

は
、
医
科
大
学
院
を
修
了
し
た
後
の
臨
床
研
修
に
つ
い
て
、
そ
の
研
修
施
設

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
を
行
う
、
非
営
利
の
法
人
格
を
も
た
な
い
民
間
組
織
で
あ
る
。
前
身
は
、
ア
メ
リ
カ
医
師
会
︵A

M
A

︶
が
そ
の
内
部
に
設
置
し

た
医
学
教
育
評
議
会
︵C

ouncil on M
edical Education: C

M
E. 

一
九
二
〇
年
に
は
、C

ouncil on M
edical Education and H

ospital: C
M

EH

に
改
称
さ

れ
た
。
本
稿
第
二
章
第
二
節
一
︵
二
︶
参
照
。︶
で
あ
る
。
こ
の
評
議
会
は
、一
九
一
四
年
に
、医
学
校
修
了
後
医
師
免
許
取
得
前
に
病
院
で
臨
床
研
修
︵
以

下
、﹁
卒
後
研
修
﹂
と
い
う
。︶
を
受
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
こ
の
卒
後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
頃
か
ら
専
門
分
化
し
は
じ
め
た
他
の
専

門
医
学
会
等
と
協
力
し
て
、
幾
度
か
改
正
さ
れ
た
。http://w

w
w

.am
a-assn.org/ 

︵last visited Jun. 21, 2013

︶.

そ
し
て
、
一
九
六
五
年
に
、
卒
後
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
卒
後
研
修
施
設
を
認
定
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
るthe C

ouncil on M
edical Specialty Societies

：C
M

SS

の
創
設
へ
と
至
っ
た
。

CM
SS

は
、
一
九
七
二
年
の
改
組
に
よ
っ
て
現
在
のthe A

ccreditation Council for G
raduate M

edical Education

：A
CG

M
E

と
改
称
さ
れ
た
。A

CG
M

E

は
、
全
国
的
な
五
団
体
︵the A

m
erican Board of M

edical Specialties, the A
m

erican H
ospital A

ssociation, the A
m

erican M
edical A

ssociation, the 

A
ssociation of A

m
erican M

edical Colleges, the Council of M
edical Societies

︶
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w.acgm

e.org/acgm
ew

eb/ ︵last 

visited Jun. 21, 2013

︶.
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論　　説
　
　

認
定
の
仕
組
み
は
、AC

G
M

E

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、St. A

gnes H
ospital v. R

iddick as C
hairm

an of A
C

G
M

E, 748 F. Supp. 319, 321-22 ︵1990

︶

を
参
照
。

（313）　

M
D. R

EG. C
O

D
E  

§ 10.32.01.02

︵B

︶︵4

︶.

（314）　

U
.S.C

O
N

ST. am
end. I. 

（315）　

M
D. C

O
D

E  A
N

N., H
EA

LTH O
C

C
U.  

§ 14-305, 14-306. 

（316）　

St. A
gnes H

ospital v. R
iddick as C

hairm
an of A

C
G

M
E, 668 F. Supp. 478, 480-82 ︵1987

︶.

（317）　

C
leveland B

d. of Edu. v. Louderm
ill, 470 U

.S. 532, 542 ︵1985

︶.

（318）　

M
athew

s v. Eldridge, 424 U
.S. 319, 335 ︵1976

︶.　

 

（319）　

St. A
gnes H

ospital v. R
iddick as C

hairm
an of A

C
G

M
E, 748 F. Supp. 319, 337 ︵1990

︶.

（320）　

Id. 

（321）　

Id. at 338-42.

（322）　

制
定
法
令
の
仕
組
み
は
、
本
章
第
一
節
二
を
参
照
。
本
判
決
の
分
析
と
し
て
、
大
浜
啓
吉
、
関
根
雅
樹
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
の
発
展
と

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
権
利
﹂
比
較
法
学
三
五
巻
二
号
︵
二
〇
〇
二
年
︶
三
一
五
︲
三
一
九
頁
、
木
下
智
史
﹃
人
権
総
論
の
再
検
討　

私
人
間
に
お
け

る
人
権
保
障
と
裁
判
所
﹄︵
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
︶
一
〇
三
︲
一
一
七
頁
、
君
塚
正
臣
﹃
憲
法
の
私
人
間
効
力
論
﹄︵
悠
々
社
、
二
〇
〇
八
年
︶

一
一
六
、一
二
四
頁
。

　
　

委
員
会
︵U

R
C

︶
に
よ
る
決
定
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
が
争
点
と
な
っ
た
本
件
連
邦
控
訴
判
決
に
お
い
て
、
法
廷
意
見
は
、
こ
の
決
定

が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
判
示
し
た
。B

lum
 v. Yaretsky, 629 F.2d. 817, 820 ︵1980

︶.

（323）　

B
lum

 v. Yaretsky, 457 U
.S. 991, 1008 ︵1982

︶.
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（324）　
Id. at 1009-11.

（325）　
Id. at 1011.

（326）　

制
定
法
令
の
仕
組
み
は
、
本
章
第
一
節
三
を
参
照
。
本
判
決
の
分
析
と
し
て
、
大
浜
・
関
根
・
前
掲
注
（322）
三
一
九
︲
三
二
一
頁
。

（327）　

J.K
. v. D

illenberg, 836 F.Supp. 694, 697-98 ︵1993

︶.

（328）　

Id. at 698-99.

（329）　

Id. at 699.

（330）　

Id. at 700.

（331）　

委
任
禁
止
法
理
と
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
と
の
関
係
は
、
論
理
的
に
は
、
ま
ず
、
議
会
・
政
府
権
限
の
委
任
の
該
当
性
、
続
い
て
、
ス
テ
イ
ト
・

ア
ク
シ
ョ
ン
該
当
性
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
例
は
、
こ
の
両
者
を
関
係
づ
け
よ
う
と
は
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
二
つ
は
、
並
列
に
論
じ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
し
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
の
中
で
議
会
・
政
府
権
限
の
委
任
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（332）　

こ
の
点
、
州
裁
判
所
は
、
連
邦
裁
判
所
に
比
べ
、
委
任
禁
止
法
理
違
反
と
判
断
す
る
こ
と
が
多
い
。D

avid M
. Law

rence, Private Exercise of 

G
overnm

ental Pow
er, 61 I N

D. L.J. 647, 650 ︵1986

︶.

（333）　

た
と
え
ば
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
法
は
、
法
改
正
に
よ
っ
て
、H

EW
省
長
官
の
保
険
指
定
病
院
の
要
件
定
立
・
審
査
権
、
保
険
指
定
取
消
権
を
明
記
し
、
ま
た
、

JC
A

H

へ
の
監
督
権
を
強
化
し
て
お
り
︵
前
掲
注
（270）
も
参
照
。︶、
こ
れ
は
①
の
方
向
へ
の
展
開
で
あ
る
と
い
え
る
。

（334）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
述
べ
る
。




